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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
（
以
下
、
常
民
研
）
に
保
管

さ
れ
て
い
る
「
民
族
学
振
興
会
資
料
」（
以
下
、
振
興
会
資
料
）
の
な
か
で
、

「
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
（
一
九
五
七
～
五
八
年
）」（
以

下
、
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
調
査
）
に
関
連
す
る
文
書
資
料
の
一
部
を
書
き
起

こ
し
、
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ま
ず
一
「
民
族
学
振
興
会
資
料
と
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合

調
査
（
一
九
五
七
～
五
八
年
）
の
概
要
」
で
、
振
興
会
資
料
と
第
一
次
東
南
ア

ジ
ア
稲
作
調
査
の
概
要
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
二
「『
東
南
ア
ジ
ア
の
稲
作

民
族
文
化
の
綜
合
調
査
趣
意
書
』
一
九
五
七
年
三
月
（
民
族
学
振
興
会
資
料
65‌

―

5‌

）」
で
は
、
当
時
の
日
本
民
族
学
協
会
が
主
導
し
た
大
規
模
な
海
外
調
査
計

画
で
あ
る
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
調
査
「
趣
意
書
」
を
書
き
起
こ
し
て
紹
介

す
る
。
続
く
三
「『
事
業
実
績
報
告
書
』
一
九
五
八
年
四
月
（
民
族
学
振
興
会
資

料
65‌

―

2‌

）」
で
は
、
同
調
査
直
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
手
書
き
の
「
実
績
報
告

書
」
を
同
様
に
書
き
起
こ
し
、
広
く
利
用
可
能
な
資
料
と
す
る
。
二
と
三
の

「
趣
意
書
」
と
「
実
績
報
告
書
」
は
事
務
的
な
文
書
資
料
で
あ
る
が
、
調
査
全

体
の
計
画
時
と
終
了
直
後
の
概
略
に
つ
い
て
、
主
体
と
な
っ
た
当
事
者
自
身
が

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
全
体
を
把
握
し
や
す
い
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
多
岐
に
わ
た
る
振
興
会
資
料
に
含
ま
れ
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
調
査

関
連
文
書
資
料
の
な
か
で
、
ま
ず
は
上
記
の
二
つ
の
資
料
に
限
定
し
て
書
き
起

こ
し
、
最
後
の
四
「『
趣
意
書
』
と
『
実
績
報
告
書
』
の
注
目
点
」
で
注
目
点

を
い
く
つ
か
列
挙
す
る
。

　

本
稿
で
の
資
料
紹
介
を
通
し
て
、
振
興
会
資
料
の
文
書
内
容
の
一
端
と
、
戦

後
の
復
興
途
上
に
あ
っ
た
当
時
の
日
本
に
お
い
て
学
会
主
導
で
大
規
模
に
行
っ

た
海
外
調
査
で
あ
る
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
調
査
に
つ
い
て
、
今
後
の
更
な

る
調
査
研
究
に
資
す
る
一
助
と
し
た
い
。
な
お
、
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
調

査
に
関
連
す
る
振
興
会
資
料
に
は
本
稿
で
紹
介
す
る
二
つ
の
資
料
以
外
に
も
、

現
地
で
の
収
集
品
目
録
や
よ
り
詳
細
な
調
査
日
程
に
関
す
る
資
料
な
ど
を
含
め

資
料
紹
介
常
民
文
化
研
究
　
第
二
巻（
二
〇
二
三
）

第
一次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査（
一九
五
七
～

五
八
年
）に
関
連
す
る
民
族
学
振
興
会
資
料
に
つ
い
て

―
「
趣
意
書
」と「
事
業
実
績
報
告
書
」
―

高
城
　
玲



図 1　東南アジア稲作民族文化綜合調査に関連する民族
学振興会資料の一部
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類
学
会
へ
の
名
称
変
更
を
経
て
、
現
在
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。

　

振
興
会
資
料
に
は
、
一
九
三
四
年
の
日
本
民
族
学
会
設
立
以
前
か
ら
、
解
散

時
の
一
九
九
九
年
ま
で
の
長
き
に
わ
た
る
財
団
と
学
会
の
運
営
に
関
わ
る
文
書

資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
文
書
資
料
の
ほ
か
に
蔵
書
な
ど
も
含
ま
れ
、
そ
れ
ら

文
書
資
料
と
蔵
書
は
、
民
族
学
振
興
会
の
解
散
に
あ
た
り
、
渋
沢
敬
三
に
よ
る

ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の
後
継
機
関
で
も
あ
る
常
民
研
に
寄
贈
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
（
（
（
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
、
こ
の
振
興
会
資
料
に
お
け
る
文
書
資
料

の
一
部
で
あ
る
（
図
1
参
照
）。

　

振
興
会
資
料
の
文
書
資
料
に
つ
い
て
、
常
民
研
を
拠
点
と
す
る
国
際
常
民
文

た
多
岐
に
わ
た
る
文
書
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
紙
幅

の
関
係
で
今
回
は
紹
介
を
見
送
る
。
別
稿
の
機
会
を
期
し
た
い
。

一　

�
民
族
学
振
興
会
資
料
と
第
一次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民

族
文
化
綜
合
調
査
（
一九
五
七
～
五
八
年
）
の
概
要

　

具
体
的
な
資
料
紹
介
の
前
に
、
振
興
会
資
料
と
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
調

査
の
概
要
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

民
族
学
振
興
会
資
料

　

財
団
法
人
民
族
学
振
興
会
（
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
～
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）

年
）
は
、
そ
の
前
身
を
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
の
日
本
民
族
学
会
の
設
立
ま

で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
戦
前
の
日
本
民
族
学
会
は
、
渋
沢
敬
三
の
支
援
な
ど

に
よ
っ
て
財
団
と
し
て
の
機
能
も
備
え
て
い
た
が
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）

年
に
文
部
省
民
族
研
究
所
の
設
立
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
年
か
ら
日

本
民
族
学
会
は
財
団
法
人
民
族
学
協
会
に
改
組
さ
れ
（
（
（
た
。
こ
の
財
団
は
、
戦
後

に
財
団
法
人
日
本
民
族
学
協
会
と
名
称
を
改
め
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年

ま
で
継
続
す
（
（
（
る
。
こ
の
間
、
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
、
全
国
各
地
の
大
学
に
も

文
化
人
類
学
・
社
会
人
類
学
の
専
門
講
座
な
ど
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
背

景
と
し
、
一
九
六
四
年
に
は
学
会
が
財
団
法
人
日
本
民
族
学
協
会
か
ら
日
本
民

族
学
会
と
し
て
再
度
独
立
し
た
。
同
時
に
協
会
の
財
団
機
能
が
民
族
学
振
興
会

と
し
て
改
組
さ
れ
、
学
会
と
の
連
携
の
下
に
、
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
の

解
散
ま
で
存
続
し
（
（
（
た
。
学
会
は
、
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
の
日
本
文
化
人



第一次東南アジア稲作民族文化綜合調査（一九五七～五八年）
に関連する民族学振興会資料について（高城）

97

調
査
の
学
術
的
側
面
の
価
値
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
ま
ず
は
「
趣
意
書
」
と

「
事
業
実
績
報
告
書
」
と
い
う
当
時
対
外
的
に
も
報
告
さ
れ
て
い
た
資
料
を
優

先
し
て
書
き
起
こ
し
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
（
一
九
五
七
～
五
八
年
）

　

本
稿
で
関
連
文
書
資
料
を
紹
介
す
る
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
調
査
は
、
一

九
五
四
年
に
学
会
設
立
か
ら
二
〇
周
年
を
む
か
え
た
日
本
民
族
学
協
会
が
企
画

し
た
記
念
事
業
の
総
合
調
査
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
民
族
学
協
会
は
、
会
長
が

渋
沢
敬
三
、
理
事
長
が
岡
正
雄
で
、
そ
の
下
に
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜

合
調
査
委
員
会
が
組
織
さ
れ
（
（
（
た
。

　

第
一
次
調
査
の
対
象
地
域
は
、
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
の
メ
コ
ン
川
流
域
を
中

心
と
す
る
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
を
予
定
し
て
い
た
が
、

ベ
ト
ナ
ム
に
関
し
て
は
、
政
情
不
安
と
ビ
ザ
取
得
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
調

査
は
一
部
し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
第
一
次
調
査
本
隊
の
調
査
期
間
は
、
一
九

五
七
（
昭
和
三
二
）
年
八
月
二
八
日
に
日
本
を
出
発
し
て
か
ら
、
一
九
五
八
（
昭

和
三
三
）
年
三
月
末
に
帰
国
ま
で
の
約
七
か
月
間
に
わ
た
り
、
一
部
は
残
留
し

て
四
月
末
ま
で
調
査
を
続
け
（
（
（
た
。

　

第
一
次
調
査
の
参
加
者
は
、
二
の
資
料
紹
介
で
詳
述
す
る
が
、
松
本
信
広
を

団
長
と
し
、
農
学
班
の
浜
田
秀
男
、
長
重
九
、
言
語
学
班
の
浅
井
恵
倫
、
民
族

学
班
の
河
部
利
夫
、
岩
田
慶
治
、
綾
部
恒
雄
、
考
古
・
歴
史
学
班
の
松
本
信
広
、

清
水
潤
三
、
江
坂
輝
弥
、
技
術
文
化
班
の
八
幡
一
郎
の
計
一
〇
名
だ
っ
た
。
こ

の
ほ
か
、
現
地
か
ら
医
師
の
和
田
格
と
当
時
外
務
省
留
学
生
だ
っ
た
石
井
米
雄

が
参
加
し
、
後
援
し
た
読
売
新
聞
社
か
ら
報
道
・
写
真
・
映
画
班
と
し
て
五
名

化
研
究
機
構
の
共
同
研
究
で
調
査
を
進
め
た
泉
水
に
よ
れ
ば
、
文
書
資
料
は
計

二
四
五
一
点
で
、
最
も
古
い
も
の
は
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
遡
り
、
戦
前

の
民
族
学
会
時
代
の
も
の
が
五
五
点
、
民
族
学
協
会
時
代
の
一
九
四
二
年
か
ら

一
九
四
五
年
ま
で
の
も
の
が
一
四
三
点
、
戦
後
か
ら
一
九
六
四
年
ま
で
の
も
の

が
九
四
九
点
、
残
る
一
三
〇
〇
点
が
一
九
六
四
年
以
降
の
民
族
学
振
興
会
時
代

の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
［
泉
水

2015

：267

］。
本
稿
で
紹
介
す
る
第
一

次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
調
査
に
関
連
す
る
振
興
会
資
料
は
、
日
本
民
族
学
協
会
時

代
の
戦
後
か
ら
一
九
六
四
年
ま
で
の
九
四
九
点
の
中
に
含
ま
れ
る
。

　

現
在
、
常
民
研
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
振
興
会
資
料
の
文
書
資
料
は
、
寄
贈
さ

れ
た
文
書
を
撮
影
し
た
マ
イ
ク
ロ
リ
ー
ル
に
加
え
て
、
そ
れ
を
複
写
し
た
簡
易

製
本
冊
子
と
し
て
も
保
管
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。
常
民
研
で
は
文
書
資
料
の
整
理
を
進

め
、
番
号
を
付
し
て
、
個
別
に
標
題
、
作
成
者
、
宛
名
、
年
代
、
原
形
、
現
在

の
形
態
・
破
損
状
況
等
、
縦
法
量
、
横
法
量
、
備
考
が
記
さ
れ
た
目
録
を
作
成

し
て
き
た
。
資
料
の
基
礎
的
整
理
を
進
め
て
き
た
一
方
で
、
文
書
内
容
と
し
て

法
律
上
慎
重
な
扱
い
を
す
べ
き
文
書
が
少
な
く
な
く
、
紹
介
や
公
開
に
は
時
間

も
要
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
振
興
会
資
料
に
含
ま
れ
て
い
た
第

二
次
大
戦
中
の
著
名
な
民
族
学
者
に
よ
る
民
族
学
研
究
講
座
を
翻
刻
す
る
な
ど
、

二
〇
〇
九
年
以
降
、
資
料
の
公
開
や
研
究
を
進
め
た
の
が
、
泉
水
を
代
表
と
す

る
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
の
共
同
研
究
だ
っ
た
［
神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文

化
研
究
機
構
編 2013,2015

］。
本
稿
の
資
料
紹
介
は
、
こ
れ
ま
で
の
振
興
会

資
料
の
整
理
と
公
開
、
研
究
を
背
景
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
振
興
会
資
料
も
、
紹
介
や
公
開
に
際
し
て
は
慎
重
な
検
討

の
上
で
、
一
九
五
〇
年
代
に
大
規
模
に
組
織
さ
れ
た
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
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カ
タ
カ
ナ
表
記
の
地
名
や
人
名
、
文
書
に
よ
っ
て
異
字
体
が
あ
る
場
合
は
原
文

の
ま
ま
と
し
た
（
但
し
、
数
字
の
旧
字
体
と
再
読
文
字
に
つ
い
て
は
常
用
漢
字
に
改

め
た
）
こ
と
、
⑵
原
文
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
［
マ
マ
］
と
追
記
し
た

こ
と
、
⑶
判
読
不
明
文
字
は
□
で
示
し
た
こ
と
、
⑷
住
所
や
個
人
情
報
と
思
わ

れ
る
箇
所
は
割
愛
し
○
と
表
記
し
た
こ
と
な
ど
の
原
則
に
沿
っ
て
い
る
。
特
に

現
地
の
地
名
、
民
族
名
、
人
名
な
ど
の
固
有
名
詞
表
記
が
カ
タ
カ
ナ
、
ロ
ー
マ

字
な
ど
個
別
資
料
ご
と
に
混
在
し
、
表
記
に
も
揺
れ
が
見
ら
れ
る
が
、
表
記
の

統
一
を
せ
ず
に
原
文
の
ま
ま
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
各

地
域
や
分
野
の
専
門
家
に
よ
っ
て
分
析
の
対
象
と
さ
れ
る
べ
く
、
こ
こ
で
は
原

資
料
の
紹
介
と
書
き
起
こ
し
に
と
ど
め
た
。

二　

�「
東
南
ア
ジ
ア
の
稲
作
民
族
文
化
の
綜
合
調
査
趣

意
書
」
一
九
五
七
年
三
月
（
民
族
学
振
興
会
資
料　

65‌

―

5‌

）

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
「
東
南
ア
ジ
ア
の
稲
作
民
族
文
化
の
綜
合
調
査
趣
意
書
」

（
民
族
学
振
興
会
資
料
65‌

―

5‌

）
は
、
簡
易
冊
子
と
な
っ
て
お
り
、
国
や
関
連
機

関
な
ど
対
外
的
に
計
画
概
要
を
説
明
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
中
に
含
ま
れ
る
「
趣
意
書
」、「
事
業
計
画
」、「
調
査
委
員
会
名

簿
」「
予
算
」
な
ど
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
な
が
ら
個
別
の
別
資
料
が
あ

り
、
内
容
も
一
部
異
な
っ
て
い
る
も
の
や
、
冊
子
化
以
前
の
草
稿
的
な
位
置
づ

け
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る
。

　

更
に
、
資
料
65‌

―

5‌

に
関
連
し
て
、
そ
の
一
部
を
翻
訳
し
たSynthetic R

e-

が
加
わ
っ
て
い
る
。
運
転
手
や
通
訳
を
加
え
る
と
総
勢
二
〇
名
程
に
も
な
り
、

戦
後
に
学
会
が
主
導
し
て
お
こ
な
っ
た
海
外
学
術
調
査
と
し
て
は
当
時
最
大
規

模
で
あ
っ
（
（
（
た
。

　

そ
の
後
は
第
一
次
調
査
に
続
き
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
を
主
た
る
対
象
と
す
る
第
二
次
調
査
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
か
ら

翌
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
に
は
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル
へ
の
第
三
次
調
査
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
対
象
は
第
一
次
調
査
に
限
定
す
る
。

　

第
一
次
調
査
の
主
な
成
果
と
し
て
は
、
松
本
信
広
編
［1965

］『
イ
ン
ド
シ

ナ
研
究

―
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
報
告
（
1
）』
有
隣
堂
が

刊
行
さ
れ
た
ほ
か
、
一
般
向
け
の
書
物
と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化

綜
合
調
査
団
編
［1959

］『
メ
コ
ン
紀
行

―
民
族
の
源
流
を
た
ず
ね
て
』
読

売
新
聞
社
も
出
版
さ
れ
た
。
ほ
か
に
も
、
一
九
五
八
、
五
九
年
刊
行
の
『
民
族

学
研
究
』
二
二
（
三
―

四
）、
二
三
（
三
―

四
）
に
は
「
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文

化
綜
合
調
査
座
談
会
」
が
二
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
、
個
別
の
論
文
も
様
々

な
媒
体
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
調
査
団
の

特
筆
さ
れ
る
一
般
向
け
の
成
果
と
し
て
、「
日
本
人
の
源
流
を
探
る

―
東
南

ア
ジ
ア
民
族
文
化
展
」
が
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
六
月
三
日
か
ら
八
日
ま

で
日
本
橋
白
木
屋
で
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
同
行
し
た
読
売
新
聞
の
映
画
班
に
よ

る
『
民
族
の
河
メ
コ
ン

―
日
本
民
族
の
源
流
を
探
る
』
と
い
う
映
画
の
一
般

公
開
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
（
（
（
る
。

資
料
書
き
起
こ
し
に
あ
た
っ
て
の
原
則

　

以
下
資
料
の
書
き
起
こ
し
に
あ
た
っ
て
は
、
⑴
原
文
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
や



第一次東南アジア稲作民族文化綜合調査（一九五七～五八年）
に関連する民族学振興会資料について（高城）

99

�

東
南
ア
ジ
ア
の
稲
作
民
族
文
化
の
綜
合
調
査
趣
意
書

1
．
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
委
員
会

2
．
趣
旨

3
．
計
画
概
要

4
．
諸
外
国
の
調
査
研
究
活
動
の
概
況

5
．
調
査
行
程
（
附 

要
図
）

6
．
所
要
経
費

財
団
法
人
日
本
民
族
学
協
会

東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
委
員
会

昭
和
三
二
年
三
月
（
一
九
五
七
）

財
団
法
人
日
本
民
族
学
協
会

　

財
団
法
人
日
本
民
族
学
協
会
は
、
日
本
民
族
学
会
と
し
て
昭
和
九
年
創
設
さ

れ
、
昭
和
一
七
年
文
部
省
民
族
研
究
所
の
設
置
に
伴
い
、
財
団
法
人
日
本
民
族

学
協
会
と
名
を
改
め
研
究
所
の
外
郭
団
体
と
し
て
新
た
に
発
足
し
、
研
究
所
の

調
査
研
究
を
補
い
、
表
裏
し
て
外
地
調
査
を
遂
行
し
、
民
族
言
語
の
若
い
専
門

家
の
養
成
に
努
め
た
。
戦
後
、
民
族
研
究
所
の
廃
止
に
伴
い
、
研
究
所
の
従
来

の
研
究
活
動
の
面
を
も
継
承
し
、
研
究
機
関
で
あ
る
と
同
時
に
ま
た
全
国
の
専

門
家
を
網
羅
す
る
全
国
単
一
学
会
の
性
格
を
も
併
具
し
、
対
外
的
に
も
斯
学
の

単
一
代
表
機
関
で
あ
る
。
協
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
純
粋
民
族
学
者
の
み
な

search Plan of Cultures of Southeast A
sian Countries: Program

 of 
R

ice Culture Studies

と
題
す
る
英
訳
版
と
、Plan de la recherche syn-

thétique sur la civilisation des pays de lʼasie du sud-est: program
m

e 
de l’étude sur la civilisation des peuples cultivateurs du riz

と
題
す

る
仏
訳
版
が
存
在
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
資
料
65‌
―

5‌
と
内
容
が
重
な
る
別
資
料
と
し
て
「
東
南
ア
ジ
ア
稲

作
民
族
文
化
綜
合
調
査
後
援
会
趣
意
書
」
一
九
五
七
年
六
月
（
民
族
学
振
興
会

資
料
87‌

―

1‌

）
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
「
後
援
会
趣
意
書
」
は
、
日
本
民
族

学
協
会
内
に
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
後
援
会
を
設
け
、
企
業
や

個
人
か
ら
の
寄
付
を
募
る
た
め
、
事
業
計
画
の
概
要
を
説
明
す
る
用
途
で
作
成

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
（
（1
（
る
。
内
容
は
資
料
65‌
―

5‌
と
重
な
る
部
分
が
多
い
が
、

「
後
援
会
趣
意
書
」
に
は
渋
沢
敬
三
を
後
援
会
長
と
す
る
「
後
援
会
」
世
話
人

名
（
（1
（
簿
と
、
よ
り
詳
細
な
「
収
支
予
算
」
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
異
な
っ
て
い

る
。
逆
に
、「
後
援
会
趣
意
書
」
に
は
資
料
65‌

―

5‌

に
記
載
が
あ
る
「
諸
外
国
の

調
査
研
究
活
動
の
概
況
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
学
術
的
な
背
景

に
重
点
を
置
く
観
点
か
ら
、
資
料
65‌

―

5‌

の
「
趣
意
書
」
を
以
下
に
紹
介
す
る
。
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ら
ず
、
言
語
学
者
・
歴
史
学
者
・
先
史
学
者
・
地
理
学
者
・
農
学
者
で
民
族
学

に
関
心
を
有
し
、
こ
の
学
問
の
重
要
性
を
認
識
す
る
学
者
は
殆
ん
ど
す
べ
て
協

会
に
所
属
し
、
協
同
し
て
協
会
の
研
究
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

所
在
地　

東
京
都
北
多
摩
郡
保
谷
町
○
○
（
電
話　

○
○
（
（1
（

番
）

東
京
連
絡
所　

東
京
都
○
○
○　

岡
正
雄
方
（
電
話　

○
○
番
）

協会役
（13）
員

会長 渋沢敬三

理事長 岡正雄

理事 松本信広 浅井恵倫

八幡一郎 宮本延人

関敬吾 馬淵東一

西村朝日太郎 石田英一郎

須田昭義 宮本馨太郎

小林高四郎 古野清人

岩村忍 小山栄三

犬飼哲夫 丸川仁夫

泉靖一 鈴木二郎

江上波夫 桜田勝徳

機
関
誌　
「
民
族
学
研
究
」（
季
刊
）

附
属
博
物
館　

民
族
学
博
物
館

1
．�

東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
委
員
会　
（
民
協
…
日
本
民

族
学
協
会
の
略
）

委員長 岡正雄 民協
東京都立大学

理事長
教授

幹事 馬淵東一 民協
東京都立大学

理事
教授

〃 白鳥芳郎 民協
上智大学

評議員
教授

〃 河部利夫 民協
東京外国語大学

評議員
教授

〃 松本信広 民協
慶応義塾大学

理事
教授

〃 浅井恵倫 民協
金沢大学

理事
教授

〃 八幡一郎 民協
東京大学

理事
講師

〃 関敬吾 民協
東京学芸大学

理事
教授

〃 宮本延人 民協
慶応義塾大学

理事
講師

〃 西村朝日太郎 民協
早稲田大学

理事
教授

〃 山本達郎 民協
東京大学

評議員
教授

〃 蒲生礼一 民協
東京外国語大学

評議員
教授

委員 古野清人 民協
北九州大学

理事
学長

〃 岩村忍 民協
京都大学

理事
教授

〃 牧野巽 民協
東京大学

評議員
教授

〃 盛永俊太郎 農林省
農業試験所 所長

〃 今西錦司 民協
京都大学

評議員
講師

〃 浜田秀男 民協
兵庫農科大学

会員
教授

〃 岩田慶治 民協
大阪市立大学

評議員
助教授

〃 須田昭義 民協
東京大学

理事
助教授

〃 川喜田二郎 民協
大阪市立大学

評議員
助教授

〃 井筒俊彦 民協
慶応義塾大学

会員
教授

〃 田辺寿利 民協
東北大学

評議員
教授

〃 米林富男 民協
東洋大学

会員
教授

〃 佐島敬愛 民協
国際商業会議所

評議員
事務局長
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経
済
的
諸
現
象
並
に
近
代
化
の
諸
動
向
に
関
す
る
理
解

も
か
か
る
基
盤
構
造
の
把
握
な
く
し
て
は
到
底
不
可
能

で
あ
る
。
一
方
同
じ
く
稲
作
農
耕
が
日
本
民
族
文
化
を

基
本
的
に
特
徴
づ
け
て
い
る
こ
と
は
賛
言
を
要
し
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
日
本
民
族
文
化
の
源
流
並
に

性
格
は
正
に
東
南
ア
ジ
ア
研
究
の
成
果
と
照
し
合
せ
て

始
め
て
こ
れ
を
解
明
し
得
る
と
共
に
、
日
本
民
族
と
の

関
連
に
於
い
て
広
く
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
諸
民
族
の
間
に

見
ら
れ
る
親
近
性
・
共
通
性
お
よ
び
特
殊
性
も
こ
の
種

の
綜
合
的
研
究
を
通
じ
て
の
み
こ
れ
を
充
分
に
理
解
し

得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
民
族
学
協
会
は
、
一
九
五
四
年
よ
り
東
南
ア
ジ

ア
稲
作
文
化
を
め
ぐ
る
綜
合
調
査
を
日
本
民
族
学
界
の

調査隊員候補者
（タイ班）
古野清人 北九州大学学長 民族学
長重九 農林省農業技術研究所員 農学
八幡一郎 東京大学講師 考古学・技術文化
白鳥芳郎 上智大学教授 歴史・民族学
河部利夫 東京外国語大学教授 歴史・民族学
岩田慶治 大阪市立大学助教授 民族学
大瀬貴光 福井衛生試験所員 熱帯医学
三根谷徹 東京大学助教授 言語学
桜井清彦 早稲田大学講師 地理学
綾部恒雄 東京都立大学大学院 民族学

（カンボジア班）
浅井恵倫 金沢大学教授 言語学
松本信広 慶応義塾大学教授 歴史・民族学
山本達郎 東京大学教授 歴史・民族学
浜田秀男 兵庫農大教授 農学
馬淵東一 東京都立大学教授 民族学
井筒俊彦 慶應大学教授 言語学
小浜基次 大阪大学教授 人類学・医学
清水潤三 慶應大学助教授 考古学
和田久徳 お茶の水大助教授 歴史学
大林太良 東京大学助手 民族学
北原真智子 東京都立大学修士 民族学
金山好男 東京大学大学院 歴史学
酒井良樹 東京大学大学院 歴史学

（以上のうちより各班ごとに 6～ 7名をえら
（14）

ぶ）

2
．
趣
旨

（
1
）
今
日
東
南
ア
ジ
ア
は
、
政
治
的
、
経
済
的
に
益
々
重
要
性
を
加
え
つ
つ

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
学
術
的
に
も
極
め
て
大
き
な
関
心
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

然
る
に
こ
の
地
域
に
つ
い
て
は
若
干
の
問
題
と
地
方
を
除
い
て
、
従
来
殆
ど
基

本
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
他
方
に
於
い

て
既
往
の
欧
米
学
者
の
研
究
は
、
概
し
て
夫
々
の
植
民
地
の
個
別
研
究
に
止
ま

る
も
の
や
、
特
殊
的
興
味
に
偏
向
す
る
も
の
多
く
、
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
綜

合
的
考
察
に
於
い
て
充
分
で
な
か
っ
た
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
。

　

東
南
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
生
活
諸
相
は
、
歴
史
的
に
も
現
実
的
に
も
、
稲
作
農

耕
に
よ
っ
て
本
質
的
に
規
定
せ
ら
れ
、
そ
こ
に
生
起
す
る
文
化
的
、
政
治
的
、

緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
と
し
て
、
数
カ
年
に
亘
り
こ
の
問
題
に
向
か
っ
て
努
力

を
集
中
す
る
こ
と
に
決
し
、
自
然
科
学
・
文
化
（
社
会
）
科
学
両
面
に
亘
る
専

門
学
者
の
協
同
に
よ
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
民
族
（
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
マ
ラ
イ
・
タ
イ
・
ラ
オ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
・
ビ
ル
マ
・
イ
ン

ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
セ
イ
ロ
ン
）
の
基
本
的
文
化
構
造
・
歴
史
的
系
統
的
関
係
を

究
明
し
、
併
せ
て
近
代
化
諸
問
題
を
も
研
究
の
対
象
と
す
る
計
画
を
た
て
ま
ず

第
一
次
調
査
地
域
と
し
て
、
タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
ス

と
を
選
ん
だ
。

（
2
）
東
南
ア
ジ
ア
の
民
族
学
的
実
態
調
査
の
緊
急
性

（
イ
）
東
南
ア
ジ
ア
は
今
日
国
際
的
に
も
ま
た
日
本
に
と
っ
て
も
政
治
的
・
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年
を
要
し
か
つ
実
態
調
査
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に

我
国
に
於
い
て
は
こ
の
地
域
の
専
門
学
者
の
数
は
他
の
分
野
に
比
し
て
比
較

的
少
な
い
。
ま
た
既
存
の
東
南
ア
ジ
ア
研
究
の
諸
機
関
（
台
北
帝
大
、
文
部

省
民
族
研
究
所
、
東
亜
研
究
所
、
満
鉄
東
亜
経
済
調
査
局
等
）
は
終
戦
と
共
に
解

体
消
滅
し
、
以
来
東
南
ア
ジ
ア
の
組
織
的
研
究
は
停
頓
の
状
態
に
あ
る
。
急

速
に
若
い
学
徒
を
育
成
し
、
斯
学
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
広
く
我
国
の
東
南

ア
ジ
ア
理
解
と
学
術
的
提
携
に
役
立
て
る
必
要
が
あ
る
と
信
ず
る
。
欧
米
語

ま
た
は
欧
米
語
文
献
の
み
を
媒
介
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
研
究
に
は
限
界
が
あ

り
、
徹
底
を
期
し
得
な
い
。
民
族
学
的
実
態
把
握
と
民
族
語
の
修
得
に
よ
っ

て
初
め
て
充
分
の
効
果
を
期
待
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

3
．
計
画
概
要

（
1
）
時
期

　

タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
を
昭
和
三
二
年
九
月
よ
り
昭
和
三
三
年
六
月
に
い
た

る
一
〇
ヶ
月
間
調
査
す
る
。

（
2
）
班
編
成

　

調
査
隊
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
班
と
タ
イ
班
と
に
分
れ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
班
は
調
査

の
末
期
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
に
赴
き
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
お
よ
び
タ
イ
と
の
関

係
を
調
査
す
る
と
共
に
将
来
の
た
め
の
予
備
調
査
を
行
う
。

　

各
班
は
民
族
学
者
二
名
、
言
語
学
者
一
名
、
歴
史
考
古
学
者
一
名
、
農
学
者

一
名
、
お
よ
び
助
手
二
名
の
こ
の
地
域
の
専
門
学
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

経
済
的
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
に
い
た
っ
た
。
緊
急
重
要
な
問
題
が
継
起
し
、

ま
た
こ
の
地
域
の
近
代
化
は
焦
眉
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
単
に
日
々
に
変
動
展
開
す
る
現
象
的
な
問

題
の
調
査
研
究
に
止
ま
ら
ず
、
こ
の
動
的
な
現
象
の
生
起
す
る
地
盤
た
る
民

族
の
伝
統
・
社
会
的
経
済
的
文
化
的
基
本
構
造
を
急
速
に
調
査
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
ロ
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
対
す
る
移
民
の
問
題
は
重
要
な
懸
案
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
た
め
に
は
日
本
人
移
民
適
応
の
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
、
し

た
が
っ
て
速
や
か
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
民
族
学
的
調
査
を
行
い
、
社
会
的
文
化

的
生
活
環
境
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

（
ハ
）
わ
が
国
の
学
問
、
特
に
東
亜
民
族
学
・
東
亜
言
語
学
・
東
亜
先
史
学

或
い
は
ま
た
日
本
民
族
文
化
の
研
究
は
、
最
速
東
南
ア
ジ
ア
の
実
態
的
調
査

研
究
な
く
し
て
は
充
分
な
発
展
を
期
待
し
得
な
く
な
っ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
の

実
態
調
査
は
学
界
多
年
の
要
望
で
あ
り
、
か
つ
今
日
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
速
や
か
に
こ
の
行
き
づ
ま
り
を
打
開
し
た
い
。

（
ニ
）
戦
後
特
に
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
東
南
ア
ジ
ア
政
策
に
即
応
し
て
東
南
ア

ジ
ア
の
各
地
に
民
族
研
究
の
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、
幾
多
の
学
者
を
交
替

で
派
遣
し
、
実
態
研
究
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
他
欧
州
諸
国
の
調
査
活
動
に

も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
日
本
学
界
と
し
て
も
速
や
か
に
こ
の
地
域
の

研
究
に
着
手
し
、
日
本
学
界
の
最
も
重
要
か
つ
有
望
な
研
究
地
域
と
し
て
確

保
し
た
い
。

（
ホ
）
民
族
学
的
・
言
語
学
的
研
究
は
特
に
実
態
調
査
を
前
提
と
し
、
ま
た

一
朝
一
夕
に
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
専
門
学
者
の
養
成
に
は
多
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（
チ
）
こ
の
地
域
は
、
中
国
・
印
度
の
文
明
が
交
錯
し
、
東
亜
文
明
の
歴
史

的
究
明
に
と
り
て
重
要
で
あ
る
。

（
リ
）
こ
の
地
域
の
近
代
化
の
問
題
は
、
緊
急
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

問
題
の
究
明
の
た
め
に
諸
民
族
の
文
化
的
・
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
基

盤
構
造
を
速
や
か
に
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
ヌ
）
日
本
人
移
民
の
適
応
問
題
に
関
し
、
急
速
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
文
化
・

社
会
・
経
済
の
基
本
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
ル
）
こ
れ
ら
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
は
ま
だ
欧
米
の
研
究
が
他
の
地
域
に
比

し
充
分
に
根
を
下
ろ
し
て
い
な
い
。
日
本
学
者
の
研
究
領
域
と
し
て
是
非
調

査
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。

（
ヲ
）
こ
の
両
地
域
は
、
連
関
錯
綜
し
、
同
時
に
一
体
と
し
て
調
査
を
行
う

こ
と
が
最
も
効
果
的
で
必
要
で
あ
る
。

（
4
）
研
究
事
項

（
イ
）
諸
民
族
お
よ
び
数
地
域
の
生
活
実
態
を
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
に
綜
合
的
に

調
査
す
る
。
成
果
を
夫
々
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
ま
と
め
る
。

（
ロ
）
比
較
研
究
に
よ
っ
て
、
次
の
如
き
問
題
に
対
し
研
究
を
方
向
づ
け
、

成
果
を
個
別
的
問
題
研
究
と
し
て
ま
と
め
る
。

　

⒜ 

稲
の
農
学
的
系
統
研
究

　

⒝ 

農
耕
技
術
の
比
較
研
究
（
灌
漑
・
道
具
を
含
む
）

　

⒞ 

稲
作
農
耕
を
中
心
と
す
る
神
話
・
宗
教
儀
礼
の
研
究

　

⒟ 

稲
作
民
族
の
社
会
・
経
済
構
造
の
研
究

　

⒠ 
考
古
学
的
研
究

（
3
）
こ
の
地
域
の
意
義

（
イ
）
こ
の
地
域
は
東
南
ア
ジ
ア
の
他
の
地
域
に
比
し
、
民
族
学
的
研
究
は

進
ん
で
い
な
い
。
し
か
も
東
南
ア
ジ
ア
の
中
心
的
地
域
で
東
南
ア
ジ
ア
の
文

化
的
・
社
会
的
性
格
が
最
も
強
く
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
日
本
民
族
の
研

究
に
と
り
極
め
て
重
要
な
地
域
で
あ
る
。

（
ロ
）
こ
の
地
域
は
、
太
平
洋
諸
地
域
（
日
本
を
含
む
）
へ
拡
大
分
散
し
た

諸
民
族
並
に
諸
文
化
潮
流
の
揺
籃
の
地
で
あ
り
、
ま
た
出
発
点
で
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
ハ
）
こ
の
地
域
は
、
種
々
な
民
族
系
統
が
錯
綜
し
、
民
族
文
化
の
諸
類
型

が
見
ら
れ
る
。
農
村
の
諸
形
態
が
交
錯
し
、
段
階
・
水
準
を
異
に
す
る
種
々

な
社
会
・
経
済
状
態
が
併
存
し
、
外
来
高
度
文
化
に
対
す
る
受
容
の
様
相
、

仕
方
は
必
ず
し
も
同
じ
で
な
い
。
近
代
化
の
在
り
方
も
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。

（
ニ
）
こ
の
地
域
、
特
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
印
度
お
よ
び
南
シ
ナ
と
共
に
稲
の

原
生
地
帯
と
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
て
、
稲
作
農
耕
お
よ
び
こ
れ
に
随
伴
す

る
諸
文
化
に
と
り
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

（
ホ
）
こ
の
地
域
に
は
、
稲
作
そ
の
他
の
農
耕
技
術
の
種
々
な
段
階
が
併
存

し
、
農
耕
一
般
の
問
題
に
と
り
重
要
な
地
域
で
あ
る
。

（
ヘ
）
東
南
ア
ジ
ア
の
こ
の
地
域
に
と
っ
て
、
メ
ー
コ
ン
川
は
歴
史
的
に
、

文
化
的
に
、
経
済
的
に
決
定
的
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
。
今
後
メ
ー
コ
ン
川

の
重
要
性
は
再
認
識
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

（
ト
）
こ
の
地
域
は
、
日
本
民
族
或
は
日
本
稲
作
文
化
の
系
統
・
源
流
の
究

明
に
と
り
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
ち
、
南
シ
ナ
並
に
こ
の
地
域
の
研
究
の

成
果
を
俟
た
ず
し
て
こ
の
問
題
は
開
明
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
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の
研
究
、
ジ
ン
マ
ー
マ
ン
（C. C. Zim

m
erm
an

）
の
農
村
経
済
調
査
（
一
九
三

〇
～
三
一
年
）、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ズ
（J. M

. A
ndrew

s

）
の
第
二
次
農
村
経
済
調

査
（
一
九
三
四
～
五
年
）、
ク
レ
ー
ド
ナ
ー
（W

. C. Credner

）
の
タ
イ
諸
種
族

の
研
究
な
ど
が
比
較
的
す
ぐ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
多
く
の
欠
陥
を
免
れ
な
い
。

　

最
近
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
九
五
二
年
以
来
米
国
コ
ー
ネ
ル
大
学

がSoutheast A
sia Program

に
も
と
づ
い
て
、
研
究
セ
ン
タ
ー
を
バ
ン
コ

ッ
ク
に
も
う
け
、
研
究
者
を
相
つ
い
で
派
遣
し
、
村
落
調
査
等
を
行
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
す
で
に
、
シ
ャ
ー
プ
（L. Sharp

）
等
の

Siam
ese Rice V

illage: A
 prelim

inary study of Bang Chan,1948

～

49‌ 

（1953

）
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
方
法
も
新
し
く
参
考
と
す
べ
き
点
も

多
い
が
、
ま
だ
調
査
研
究
の
は
じ
め
で
、
概
説
的
な
傾
向
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

　

タ
イ
人
学
者
の
も
の
と
し
て
は
、
前
記
ピ
ア
・
ア
ヌ
マ
ン
・
ラ
ー
チ
ャ
ト
ン

のT
he life of the farm

er in T
hailand 

（
一
九
四
八
、
英
訳
一
九
五
五
、
エ

ー
ル
大
学
刊
）
が
同
じ
く
概
説
的
で
は
あ
る
が
参
考
と
な
ろ
う
。

　

な
お
国
内
諸
族
の
研
究
と
し
て
、
昨
年
シ
カ
ゴ
のField M

useum

の
実
態

調
査
が
あ
る
。

　

現
在
タ
イ
国
に
お
い
て
、
実
態
調
査
上
連
絡
す
べ
き
研
究
機
関
と
し
て
は
下

記
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

タ
イ
王
立
研
究
所
、
シ
ャ
ム
学
会
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
、
文
政
大
学
、

農
科
大
学
、
国
家
統
計
院
、
国
立
図
書
館
、
農
林
省
そ
の
他
の
諸
官
（
（1
（

庁
。

（
2
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
域

　

イ
ン
ド
シ
ナ
・
モ
イ
族
居
住
地
域
の
調
査
は
十
九
世
紀
末
よ
り
仏
人
に
よ
っ

　

⒡ 

言
語
学
的
研
究

　

⒢ 

日
本
民
族
な
い
し
稲
作
文
化
と
系
統
的
関
係
の
研
究

　

⒣ 

民
族
・
種
族
の
分
布
・
系
統
の
研
究

　

⒤ �
近
代
化
の
問
題
の
研
究
（
都
市
化
の
問
題
、
文
化
受
容
・
変
動
の
問
題
、

封
建
遺
制
の
問
題
等
々
）

　

⒥ 

日
本
人
移
民
の
適
応
の
問
題
の
研
究

（
ハ
）
映
画
・
写
真
・
録
音
に
よ
る
記
録
の
作
成

4
．
諸
外
国
の
調
査
研
究
活
動
の
概
況

（
1
）
タ
イ
地
域

　

従
来
、
タ
イ
国
に
お
け
る
民
族
文
化
に
つ
い
て
の
中
心
的
研
究
調
査
機
関
は

「
シ
ャ
ム
学
会
」（Siam

 Society

）
で
あ
っ
て
、
タ
イ
人
の
他
に
欧
米
人
も
参

加
し
一
九
〇
四
年
以
来
「
シ
ャ
ム
学
会
誌
」（Journal of the Siam

 Society

）

を
発
行
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
文
献
・
歴
史
学
的
研
究
や
仏
教
に
関
す
る

論
文
が
主
で
民
族
学
的
社
会
学
的
研
究
は
乏
し
い
。
民
族
学
的
研
究
は
主
と
し

て
在
タ
イ
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
ザ
イ
デ
ン
フ
ァ
ー
デ
ン
（E. Seidenfaden

）
を

主
と
し
て
な
さ
れ
、
そ
の
研
究
は
若
干
の
種
族
研
究
或
は
特
殊
の
問
題
に
限
ら

れ
て
い
て
、
そ
の
方
法
も
旧
套
を
脱
し
て
い
な
い
が
、
注
目
・
参
考
と
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
言
語
学
、
民
俗
学
分
野
で
は
タ
ー
ニ
・
ニ
ワ
ッ
ト

（T
hani N

iw
at

）、
言
語
学
で
は
シ
ワ
サ
リ
ヤ
ー
ナ
（Siw

asariyana

）、
歴
史

学
・
民
俗
学
で
は
ピ
ア
・
ア
ヌ
マ
ン
・
ラ
ー
チ
ャ
ト
ン
（Phya A

num
an 

Rachathon

）
な
ど
が
若
干
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

　

第
二
次
大
戦
前
の
実
態
調
査
研
究
は
ド
ッ
ド
（W

. C. D
odd

）
の
タ
イ
種
族
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族
の
言
語
と
慣
習
法
に
、
ジ
ェ
ル
フ
ェ
ル
（M

. Gerfer

）
は
ス
チ
ア
ン
族
の
慣

習
法
に
、
何
れ
も
重
要
な
記
録
を
残
し
て
い
る
。

　

此
等
の
調
査
者
の
報
告
を
収
め
て
初
期
に
は
雑
誌Excursions et 

Reconnaissances 

（1879

～1890

）
が
公
刊
さ
れ
、
更
に
一
八
八
三
年
に
は

イ
ン
ド
シ
ナ
研
究
会
（Société des Etudes Indochinoise

）
が
発
足
し
、
そ
の

雑
誌
は
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
し
か
し
最
も
重
要
な
も
の
は
一
九
〇
一
年
以

降
最
初
は
サ
イ
ゴ
ン
、
後
に
ハ
ノ
イ
に
移
っ
た
遠
東
学
院
（Ecole Française 

dExtrêm
e-O
rien

（
（1
（

t

）
の
年
報
で
あ
り
、
之
に
発
表
さ
れ
た
考
古
学
・
碑
銘
学
・

歴
史
学
等
の
研
究
は
全
く
画
期
的
な
も
の
が
あ
っ
た
。
此
中
に
山
地
民
に
関
す

る
論
文
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
仏
国
学
者
の
努
力
が
平
地
文
明
民
族
の
歴
史

的
考
古
学
的
方
面
に
重
点
が
お
か
れ
、
民
族
学
的
方
面
が
や
や
う
す
か
っ
た
こ

と
は
否
み
得
な
い
。
然
し
本
国
に
於
い
て
リ
ヴ
エ
、
モ
ー
ス
等
の
学
者
が
此
方

面
の
研
究
の
重
要
性
を
力
説
し
た
の
で
民
族
学
的
考
察
が
漸
く
盛
ん
と
な
り
一

九
三
八
年
に
イ
ン
ド
シ
ナ
人
類
研
究
所
（Institut Indochinois pour LʼEtude 

de lʼH
om
m
e

）
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
雑
誌
に
は
多
く
の
民
族
学
的
調
査
が
収
録

せ
ら
れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
戦
争
に
よ
っ
て
刊
行
を
停
止
し
た
。

　

然
し
遠
東
学
院
の
年
報
は
な
お
刊
行
を
つ
づ
け
、
研
究
者
の
指
針
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
度
の
調
査
が
主
眼
と
す
る
地
域
の
民
族
調
査
報
告
に
は
バ
ラ
ダ

（Baradat

）
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
西
部
の
原
始
民
サ
ム
レ
又
は
パ
ー
ル
（Les Sâm

re 

ou Peâr, population prim
itive de lʼO

uest du Cam
bodge

）
が
同
誌
四
一
編

に
発
表
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
外
順
化
に
はBulletin des A

m
is du V

ieux 

H
ué

が
一
九
一
四
年
以
来
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
文
化
伝
統
の
古
い
南
イ
ン
ド

シ
ナ
は
、
考
古
学
歴
史
学
等
と
民
族
学
・
民
俗
学
と
の
協
力
研
究
の
余
地
が
多

て
行
わ
れ
た
。
其
中
目
ぼ
し
い
の
は
デ
ゥ
ダ
ル
・
ド
・
ラ
グ
レ
（D

oudart de 

Lagrée

）
の
一
八
六
六
年
よ
り
八
年
に
亘
る
メ
ー
コ
ン
流
域
の
調
査
で
あ
り
、

彼
の
死
後
は
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ガ
ル
ニ
エ
（Francis Garnier

）
に
よ
っ
て
受
け

つ
が
れ
た
。
一
八
八
〇
年
に
は
ネ
イ
（P. N

eis

）
の
バ
リ
ア
地
方
ト
ラ
オ
族
の

調
査
、
一
八
八
二
年
に
は
ゴ
ー
チ
エ
（A

. Gautier

）
の
ド
ン
ナ
イ
流
域
を
さ

か
の
ぼ
る
奥
地
探
検
が
行
わ
れ
た
が
、
一
八
九
〇
年
よ
り
九
一
年
に
亘
る
パ
ヴ

ィ
ー
（Pavie

）
の
第
二
回
遠
征
は
、
極
め
て
大
仕
掛
の
調
査
で
あ
り
、
そ
の

成
果
は
七
巻
の
大
冊
と
な
っ
て
こ
の
未
知
の
地
域
を
世
人
に
紹
介
し
た
。
一
八

九
二
年
よ
り
九
四
年
に
は
エ
ル
サ
ン
（Y

ersin

）
に
よ
っ
て
、
ラ
ー
デ
族
最
初

の
調
査
が
な
さ
れ
、
一
九
〇
〇
年
に
は
ラ
ヴ
ァ
レ
ー
（Lavallee

）
之
を
つ
ぎ
、

一
九
〇
四
年
に
は
ポ
ー
ル
・
パ
ッ
テ
（Paul Patté

）
が
ソ
ン
ベ
川
の
流
域
を

さ
か
の
ぼ
り
、
ド
ン
ナ
イ
川
の
上
流
に
出
で
、
此
奥
地
の
モ
イ
族
に
つ
い
て
調

査
し
た
が
、
同
年
に
か
っ
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン　

パ
ヴ
ィ
ー
の
参
加
者
オ
ダ
ン
ダ

ル
（O

dendʼhal

）
は
、
ジ
ャ
ラ
イ
族
の
調
査
に
際
し
、
そ
の
巫
術
王
の
た
め
生

命
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
ア
ン
リ
・
メ
ー
ト
ル
（H

enri M
aitre

）
は
、
此
ジ
ャ

ン
グ
ル
地
帯
の
探
検
に
一
生
を
捧
げ
、
殊
に
一
九
〇
九
年
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
報

告
は
、
吾
々
に
教
え
る
所
頗
る
多
い
が
、
彼
も
亦
一
九
一
四
年
ム
ノ
ン
族
の
為

殺
さ
れ
た
。
此
等
の
探
検
家
と
相
並
ん
で
蛮
地
に
身
を
挺
し
て
布
教
し
た
宣
教

師
達
の
功
績
も
忘
れ
難
い
。
即
ち
バ
ナ
ル
族
に
対
し
、
デ
ゥ
リ
ス
ブ
ー
ル
師

（D
ourisboure

）、
ス
チ
ア
ン
族
に
対
し
、
ア
ゼ
マ
ル
師
（A

zém
ar

）、
ジ
ャ
ラ

イ
族
に
対
す
る
ゲ
ル
ラ
ク
師
（Guerlach

）
な
ど
貴
重
な
資
料
を
記
録
し
て
い

る
が
、
そ
の
外
永
年
の
在
留
者
サ
バ
チ
エ
（Sabatier

）
は
ラ
ー
デ
族
の
フ
ォ

ー
ク
ロ
ー
ア
、
慣
習
法
に
就
て
、
ギ
ル
ミ
ネ
（M

. P. Guillem
inet

）
は
バ
ナ
ル



（Ｂ）カンボジア班調査行動
昭和32年

9月 1日 東京発サイゴン着 遠東学院［マ
（18）
マ］支部訪

問・調査準備
　〃　月 5日 プノンペン着 王宮・博物館調査、クメル

高度文化および水祭の調
査、周辺農村の実態調査

10月 1日 カンポット着 海岸附近クメル人および他
種外来種族の生態調査

南方カンボジヤ地域
クメル族の稲作および
原住民、原始農業調査　〃　月 3日 ボコール着 象山西方に残存するサチ

オ族調査
　〃　月13日 プノンペン着
　〃　月15日 プルサット着 附近クメル族農村生態の

調査、近郊の織物・製鉄
村落の調査

　〃　月20日 プノンペアンブルス着 カルダモン山脈東北方居
住パール族生態調査

11月20日 バッタンバン着 附近クメル人農村の実態
調査および遺跡調査

12月 5日 シエムレアップ着 北方プノンクレン山附近居
住サムレ族の実態調査、
アンコール附近調査

北方カンボジア地域
クメル族の稲作および
原住民原始農業調査

昭和33年
1月 6日 コンポントム着

　〃　月 7日 プラカン着 サンボルの遺跡およびプノ
ンデク鉄山調査、クイ族、
パール族の調査

1月27日 コンポンチュナン着 サムロンセン先史時代遺
跡調査、クメル人水上生
活調査

2月 1日 プノンペン着

2月 1日 サイゴン着 調査資料整理 安南海岸および中央高
地原住民の村落を調
査

　〃　月 8日 ファンラン着 チャンパ人調査
　〃　月15日 ダラット着 ラト族調査
　〃　月22日 ジーリン着 マ族調査
　〃　月28日 フアンチエット着
3月 1日 サイゴン着
3月 2日 ミト着 周辺越南人村落調査 メーコン沖積平野村落、

越南人の農村調査4月 2日 ヴィンロン着 周辺農村調査
　〃　月 3日 サイゴン着

4月 5日 ルアンプラバン着 ラオス人農村調査 メーコン上流におけるラ
オス人農村調査　〃　月10日 ウェンチャン着 周辺調査

　〃　月25日 サイゴン着 周辺農村調査 メーコン沖積平野村落、
越南人の農村実態調
査

6月29日 帰国出発
6月30日 東京着
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く
、
□
行
的
の
調
査
歴
史
を
持
つ
此
地
帯
は
今
後
の
綜
合
古
代
文
明
史
的
研
究

の
好
個
の
領
域
で
あ
り
、
東
洋
学
者
と
し
て
実
績
を
も
つ
本
邦
学
徒
の
進
出
が

期
待
せ
ら
れ
る
。

5
．
調
査
行
程　
（
附　

要
図
）



（Ａ）タイ班調査行動
昭和32年
9月 1日 東京発 サイゴン着

　〃　月 2日 バンコック着 諸方面との連絡準備
　〃　月15日 チョンブリー着 周辺農村調査

〃 海村 〃
東南タイ地域
主として東南タイ族の居住地域にして国［ママ］有
農村形

（17）
態を所持している。チャンタブリーにおいて

は海岸村をも調査し、タイ族の漁業文化を研究す
る。この地域は外国人学者の未調査地域。アラン
ヤプラテートではカンボジア人（クメール族）接触に
特に注意する。

　〃　月25日 ラヨング着 周辺農村調査
　〃　月10日 アランヤプラテート着 周辺農村調査

11月13日 バンコック着 整理連絡
　〃　月18日 ナコンラーチャシマー

着
周辺農村調査 東北タイ地域

この地域は高原地域でラオスに接し、メーコン川
の支流が貫流している。陸稲が栽培され牧畜も
行われている。いくつかの種族が居住し、北ラオ
族、東ラオ族、プータイ族、クイ族、チャオポン族、
カー・プラオ族、ソー族、ティン族等の調査を行い、
特に農耕の諸形態を調査する。この地域は従来
概括的な調査しか行われていない。

　〃　月25日 ロイエット着 周辺農村調査
12月15日 コンケーン着 周辺農村調査
　〃　月20日 ウドンターニー着 周辺農村調査
　〃　月25日 ナコンパノム着 周辺農村調査
　〃　月30日 ウボンラーチャターニ

ー着
周辺農村調査

昭和33年
1月10日 バンコック着 整理連絡 中部タイ地域

いわゆるシャム族の居住地域でメナム・チャピヤ川
流域の米の生産地。タイ国における比較的近代
化した農村地帯で近代化の様相の問題に特に
注意し、かつ華僑商人・仲介業者・都市化の問題
をも調査する。

　〃　月16日 アユタヤ着 周辺農村調査
2月15日 チャイナート着 周辺農村調査

　〃　月25日 ナコンサワン着 周辺農村調査

3月 5日 ランパング着 周辺山村調査 北部タイ地域
諸種族の接住・混住する地域、北ラオ族でラフー
族、カレン族、カチン族、カムク族、ラワ族、メアウ族、
リッスー族、シャン族、リユー族、ヤオ族等につき
出来るだけ接触する。諸種族の農耕形態その他
文化一般を調査する。

4月 5日 チェンマイ着 周辺山村調査

5月15日 バンコック着 資料整理
調査遺漏の問題、不明瞭
の問題を再調査する

6月25日 帰国出発
　〃　月28日 サイゴン着
　〃　月30日 東京着
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図 3　「趣意書」カンボジア班行動略図（計画）（民族学振興会資料 65―5）
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図 2　「趣意書」タイ班行動略図（計画）（民族学振興会資料 65―5）
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の
表
紙
に
綴
り
こ
ま
れ
て
い
る
資
料
で
あ
る
。

　

原
本
は
縦
書
罫
線
の
用
紙
を
横
書
と
し
て
使
用
し
、
手
書
き
で
記
載
さ
れ
て

い
る
。
中
に
は
「
決
算
書
」「
事
業
実
績
報
告
書
」「
経
過
報
告
（
松
本
信
廣
）」

「
村
落
調
査
」「
考
古
学
班
調
査
」「
言
語
学
班
調
査
（
浅
井
恵
倫
）」「
農
学
班

調
査
⑴
（
浜
田
秀
男
）」「
タ
イ
班
の
調
査
概
要
」「
農
学
班
調
査
⑵
（
長
重
九
）」

「
収
集
品
目
録
」
の
各
書
類
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
部
の
書
類
に
は
個
人
名
が

書
類
名
と
並
ん
で
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
筆
跡
や
形
式
が
異
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
本
人
が
記
載
し
た
書
類
と
推
測
さ
れ
る
。

　

な
お
、
中
に
含
ま
れ
る
「
決
算
書
」
と
「
収
集
品
目
録
」
は
、
同
内
容
で
細

部
が
異
な
る
別
書
類
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
る
。「
決
算
書
」
に
つ
い
て
は

公
的
な
文
書
と
し
て
提
出
さ
れ
た
本
資
料
を
本
稿
で
書
き
起
こ
す
が
、「
収
集

品
目
録
」
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
今
回
は
見
送
り
別
稿
を

期
し
た
い
。

�
�

昭
和
三
三
年
四
月　

日

文
部
大
臣　

松
永
東
殿

�

財
団
法
人
日
本
民
族
学
協
会

�

理
事
長　

岡
正
雄　
〈
公
印
〉

　

昭
和
三
二
年
度
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
実
績
報
告
に
つ
い
て
、

昭
和
三
二
年
八
月
二
二
日
文
大
術
第
一
六
号
民
間
学
術
研
究
団
体
補
助
金
交
付

決
定
御
通
知
の
補
助
條
件
第
五
号
に
よ
る
実
績
報
告
書
（
収
支
決
算
書
、
事
業

実
績
報
告
書
）
を
別
紙
の
と
お
り
提
出
い
た
し
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

6
．
所
要
経
費

［総経費］　￥25,229,900

［内訳］

渡航費 1,912,152

滞在費 11,306,400

外地旅費 3,191,748

通訳費 2,880,000

人夫傭上賃 800,000

貨物運賃 1,000,000

支度金 180,000

装備費 2,891,000

保険料 198,600

内地事務費 870,000

計 25,229,900

�

三　

�「
事
業
実
績
報
告
書
」
一九
五
八
年
四
月
（
民
族
学

振
興
会
資
料
65‌

―

2‌

）

　

次
に
紹
介
す
る
「
事
業
実
績
報
告
書
」（
民
族
学
振
興
会
資
料
65‌
―

2‌

）
は
、

調
査
本
隊
が
帰
国
し
た
直
後
の
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
四
月
に
日
本
民
族

学
協
会
理
事
長
の
岡
正
雄
か
ら
文
部
大
臣
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
一
連
の
報
告
書

で
あ
る
。
資
料
の
冒
頭
に
記
載
が
あ
る
と
お
り
、
文
部
省
の
補
助
金
を
得
て
い

た
関
係
で
作
成
、
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
理
事
長
の
公
印
に
加
え
て
、
表
紙
の

枠
外
に
理
事
長
「
岡
」、
理
事
「
関
」、
会
計
「
白
鳥
」、
係
「
松
原
」
の
各
個

人
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
も
、「
昭
和
三
十
二
年
度 

補
助
金
寄
附

金
関
係
書
類 

東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
委
員
会
」
と
い
う
標
題
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2　支出の部
項目＼区分 予算額 決算額 補助金

使用予算額
補助金
使用額

備考

人件費 650,000 334,800 ― ―
　職員俸給 450,000 330,000 ― ― 2名

（月額）20000
（月額）10000

　手当謝金 200,000 4,800 ― ―
事務所費 600,000 914,568 ― ―
　図書購入費 30,000 26,330 ― ― 図鑑、地図、旅行案内
　消耗品費 36,000 50,564 ― ―
　旅費交通費 240,000 582,575 ― ― 都内募金交通費、地

方在住団員上京旅
費、都内一般事務交
通費

　通信費 95,000 68,089 ― ― 電信電話郵便料、募
金依頼状並礼状発送

　印刷製本費 35,000 19,100 ― ― 趣意書、報告書、礼状
募金関係印刷物

　水道光熱費 30,000 0 ― ―
　会議費 48,000 116,102 ― ―
　交際接待費 50,000 0 ― -
　雑費 36,000 51,808 ― ―
事業費 15,418,240 11,791,044 4,000,000 4,000,000
　調査旅費 10,442,640 7,164,295 3,000,000 3,000,000
　　　渡航費 1,887,600 1,134,810 847,000 847,000 航空旅費

船舶旅費
　　　滞在費 8,555,040 6,029,485 2,153,000 2,153,000
　通訳費 600,000 1,295,614 601,642 601,642
　人夫傭上賃 200,000 198,358 198,358 198,358
　諸謝金 300,000 187,687 0 0
　交通費 540,000 628,831 0 0
　船便輸送費 300,000 757,014 200,000 200,000
　標本類購入費 500,000 194,567 0 0
　装備費 1,290,000 438,087 ― ―
　　　服装費 650,000 189,657 ― ―
　　　器具費 640,000 248,430 ― ― テープレコーダー1台
　消耗品 738,400 419,476 ― ―
　通信費 70,400 79,270 0 0
　保険料 436,800 427,845 ― ―
予備費 1,000,000 0 ― ―

支出合計 17,668,240 13,040,412 4,000,000 4,000,000
収支差額　￥622,889

昭和 32年度東南アジア稲作民族文化綜合調査事業収支決算書
1　収入の部

項目＼区分 予算額 予算増減額 決算額 備考
政府補助金 4,000,000 0 4,000,000
寄附金注入 13,668,240 △4,034,802 9,633,438
雑収入 29,963 29,863 預金利息
収入合計 17,668,240 △4,004,939 13,663,301
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1
．
メ
ー
コ
ン
河
流
域
の
概
観
的
調
（
（2
（

査

　

最
初
メ
ー
コ
ン
河
の
下
流
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
よ
り
調
査
す
る
手
筈
で
あ
っ
た
が
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
入
国
査
証
が
手
間
ど
っ
た
の
で
、
全
員
バ
ン
コ
ッ
ク
に
集

合
し
同
地
よ
り
調
査
を
開
始
し
た
。
所
が
タ
イ
国
も
未
曾
有
の
政
治
上
の
変
革

が
勃
發
（
（2
（

し
内
地
調
査
の
許
可
が
得
ら
れ
ず
、
止
む
な
く
好
意
的
で
あ
っ
た
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
両
国
よ
り
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
加
ふ
る
に
此
年

は
雨
期
あ
け
が
一
月
遅
れ
た
為
車
輛
部
隊
の
行
動
は
著
し
く
阻
害
さ
れ
、
全
員

が
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
集
合
し
た
の
は
九
月
一
三
日
で
あ
っ
た
。
か

く
て
九
月
一
八
日
先
發
隊
は
南
路
か
ら
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
に
至
り
本
隊
は
遅
れ

て
北
路
よ
り
二
一
日
之
に
合
し
、
そ
れ
よ
り
ク
ラ
チ
エ
、
ス
ワ
ン
ク
レ
ン
と
メ

ー
コ
ン
河
に
沿
ふ
て
北
上
し
、
二
五
日
国
境
を
越
え
て
ラ
オ
ス
国
に
入
り
、
南

方
平
野
の
中
心
な
る
パ
ク
セ
に
至
り
、
此
処
を
中
心
と
し
て
付
近
を
調
査
し
た
。

即
ち
本
隊
は
ボ
ロ
バ
ン
高
原
を
視
察
し
、
そ
の
中 

岩
田
、
綾
部
二
名
は
後
に

残
っ
て
中
心
地
パ
ク
ソ
ン
村
の
聚
落
構
造
及
び
附
近
カ
ー
族
の
生
態
を
調
査
し
、

ま
た
言
語
学
班
な
る
浅
井
も
残
留
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
族
な
る
ア
ラ
ッ
ク
、

ラ
ヴ
ェ
の
二
族
の
言
語
を
調
べ
た
。
一
方
考
古
学
班
な
る
松
本
、
江
坂
は
分
れ

て
チ
ャ
ム
、
バ
サ
ッ
ク
に
至
り
、
真
臘
發
祥
の
地
と
云
は
れ
る
ワ
ッ
ト
・
プ
ー

を
踏
査
し
、
山
と
水
と
の
原
始
信
仰
が
王
権
と
関
係
あ
る
こ
と
を
調
査
し
た
。

更
に
調
査
団
は
パ
ク
セ
よ
り
サ
バ
ナ
ケ
ッ
ク
を
経
て
タ
ケ
ッ
ク
に
と
北
上
し
た

が
、
ラ
オ
ス
の
北
部
は
雨
期
の
為
道
路
は
破
損
し
、
タ
ケ
ッ
ク
、
ヴ
ェ
ン
チ
ャ

ン
間
は
道
路
通
ぜ
ず
、
此
為
調
査
団
は
ト
ラ
ッ
ク
を
タ
ケ
ッ
ク
に
置
き
、
ジ
ー

プ
隊
と
船
舶
隊
と
の
二
隊
に
分
れ
、
前
者
（
河
部
、
八
幡
、
濱
田
、
長
）
は
タ
ケ

ッ
ク
よ
り
メ
ー
コ
ン
を
渡
っ
て
タ
イ
領
に
入
り
、
東
北
タ
イ
を
横
切
っ
て
ヴ
ィ

事
業
実
績
報
告
書

1
．
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
予
定
の
と
お
り
調
査
団
を
組
織
し
て
計
画
的
に
調

査
を
遂
行
し
各
方
面
の
御
協
力
御
後
援
に
よ
り
お
蔭
を
も
っ
て
、
大
体
に
お
い

て
予
期
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
詳
細
別
紙
松
本
団
長
の
調
査

報
告
書
に
よ
り
御
了
承
願
い
ま
す
。

　

尚
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
調
査
班
は
、
日
本
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
間
の
政
治
的
事
情
に
よ
り

遺
憾
な
が
ら
出
発
延
期
す
る
の
や
む
な
き
に
い
た
り
ま
し
た
の
も
あ
わ
せ
て
御

承
認
願
い
ま
す
。

2
．
調
査
団
員
は
全
員
頗
る
健
康
に
恵
ま
れ
、
予
定
の
日
数
（
当
初
よ
り
一
七

日
間
延
期
）
に
て
調
査
を
完
了
い
た
し
ま
し
た
が
、
岩
田
、
綾
部
両
団
員
は
調

査
用
務
の
都
合
に
よ
り
、
三
二
年
度
の
調
査
は
三
月
末
を
も
っ
て
一
応
打
切
り
、

引
続
い
て
現
地
に
滞
在
し
調
査
を
続
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
五
月
中
旬
帰
国
の

予
定
で
あ
り
ま
（
（1
（

す
。

東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
団
経
過
報
告�
松
本
信
廣

　

此
度
の
調
査
団
は
そ
の
調
査
を
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ブ
な
メ
ー
コ
ン
河
流
域
の
概

観
的
調
査
と
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
な
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
各
地
域
の
調
査

と
の
二
期
に
分
っ
て
実
施
し
た
。
前
者
は
昭
和
三
二
年
八
月
二
八
日
よ
り
一
二

月
中
旬
に
亘
り
全
員
之
に
當
り
、
後
者
は
大
体
分
散
し
て
村
落
に
入
り
、
昭
和

三
二
年
一
〇
月
下
旬
よ
り
昭
和
三
三
年
三
月
末
に
至
る
ま
で
調
査
を
実
施
し
た
。
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エ
ン
チ
ャ
［
マ
（
（2
（

マ
］
に
至
り
、
後
者
（
松
本
、
江
坂
、
石
井
）
は
メ
ー
コ
ン
河

を
遡
航
し
、
両
隊
共
一
一
月
五
日
に
首
都
に
到
着
し
、
折
柄
行
は
れ
た
佛
誕
二

千
五
百
年
祭
の
盛
観
に
接
す
る
を
得
た
。
調
査
隊
は
此
地
を
基
点
と
し
て
分
散

し
、
ジ
ー
プ
隊
は
ク
・
プ
ー
ン
峠
の
難
路
を
越
え
て
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
に
入
り
、

同
地
よ
り
軽
舟
に
乗
じ
て
メ
ー
コ
ン
河
を
遡
航
し
、
タ
イ
・
ビ
ル
マ
国
境
な
る

チ
ェ
ン
セ
ン
に
至
り
、
メ
ー
コ
ン
河
踏
査
の
目
的
を
達
成
し
た
。
ま
た
そ
の
他

の
隊
員
は
空
路
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
に
至
り
、
付
近
を
調
査
し
た
が
、
岩
田
、
綾

部
は
更
に
シ
ナ
国
境
に
近
き
ナ
ム
タ
に
飛
び
、
民
族
学
的
調
査
を
な
し
、
松
本
、

濱
田
、
江
坂
は
一
旦
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
引
返
し
、
空
路
シ
ェ
ン
カ
ン
高
原
に

飛
び
同
地
帯
の
考
古
学
的
農
学
的
調
査
を
試
み
た
。

　

ま
た
調
査
団
に
随
伴
し
た
読
賣
報
道
班
は
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
ま
で
、
同
映
画

班
は
ク
・
プ
ー
ン
峠
ま
で
行
を
共
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
成
果
を
挙
げ
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
班
は
一
一
月
二
八
日
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
を
發
し
、
元
の
道
を
下

り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
帰
り
、
連
絡
の
為
一
旦
バ
ン
コ
ク
に
集
合
し
、
此
処
で
江

坂
は
清
水
と
交
代
し
、
一
二
月
二
三
日
空
路
帰
国
し
た
。
タ
イ
班
は
バ
ン
・
フ

ウ
・
サ
イ
よ
り
空
路
一
一
月
二
八
日
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
帰
り
、
一
二
月
一
日

よ
り
八
日
ま
で
付
近
の
バ
ン
、
ノ
ン
、
ヘ
オ
［
マ
マ
］
の
村
落
を
調
査
し
、
九

日
よ
り
河
部
、
八
幡
、
長
、
石
井
は
ジ
ー
プ
に
よ
り
、
東
北
タ
イ
に
入
り
、
ラ

オ
族
農
村
、
プ
テ
ン
族
等
を
調
べ
つ
つ
一
七
日
バ
ン
コ
ク
に
帰
着
し
た
。

村落調査

調査項目 日時

カンボジア班松本は江坂と代わった清水と共に下の調査を実施した

1）　�バッタンバン省プノム・トム及び附近調査。
　　�カンボジアの穀倉と云はれる地方の典型的一聚落をえらび、各戸別に訪問して人口を調べ、
その六割が土地を有せざること、他地方よりの移住者であること、比較的シナ人の移住者
多きこと、治水及び村落行政に改善の余地あることなどを調査した。

昭和33年
2月 2日
　～
2月13日

2）　カンダル省ピニヤ村調査
　　�トンレサップ河々岸上の村落で洪水後の土地を利用して耕作する村の実態をしらべ、住
民が古来より永住せるも各戸の土地所有が零細であり無産者多く、また、三百年前此處
に日本人が居住せるもその痕跡消滅せることを確かめ得た。

2月23日［マ
（23）
マ］

2月16日

2月24日
2月25日

2月26日
2月28日

3月 1日
3月 5日

3月11日
3月14日

3月15日
3月16日
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ロヴェック王城遺蹟の調査 2. 23

プノンハセ（クメール遺址）の調査 2. 23

プリック、チトロップにおける土器製作の調査 2. 16
24
28

ウドンにおける真鋳鍋作りの調査 2. 28

ウドン王都址の調査 2. 28
3.  1
3.  5

バープノム（クメール遺址）の調査 3.  4

プノムダー遺址の調査（クメール遺址） 3.  6

ピニアルーにおける独木舟の調査 3. 11

ウドン東南における独木舟の調査 3. 14

サイゴン博物館蔵品の調査 3. 23

以上

言語学班調査　　浅井恵倫

調査項目 日時

1．　タイ バンコック南方Paklat、北方Pakret居住モン族言語の調査 昭
32.  9. 12～22

2．　カンボジア、プノンペン
　　a）　クメル語音韻及方言の調査
　　b）　�Chrui-changwar、PrekPra、Udong、SveyMie等居住チャム族部落の言

語調査

9. 25～10. 10

3．　ラオス ボロバン高原居住Kha Lawen、Kha Alak両族言語の調査 10. 26～11.  3

4．　カンボジア Chrui-Changwar部落チャム語調査続行 10. 26 
11.  4～11. 14

5．　タイ バンコック
　　a）　Paklat、Pakretモン族言語調査続行
　　b）　バンコック国立図書館所収モン古文書調査
　　c）　太平洋学術会議日本代表として出席

11. 14～12. 19

6．　ラオス ウェンチャン［ママ］
　　a）　ラオス語方言調査
　　b）　タイ ノアル Thai Noir語調査

12. 20
昭
33.  1.  3

7．　パクセ
　　Kha Ñahum、Kha Tawi族言語調査

1.  4～1.  6

8．　カンボジア、プノンペン
　　チャム、クメル語研究続行

1.  7～28

9．　ヴェトナム
　　フアンラン地方居住チャム人言語調査

1. 31～ 2.  3

10．　ダラット
　　ジャライ語調査

2.  3～ 2.  4
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考古学班調査
松本、江坂（後に清水に代る）は下の個所の考古学的調査を実行した

調査項目 日時

タイ国立博物館、土器、石器、銅器の調査 昭
32.  9. 10～23

プノンペン博物館、土器、石器、銅器の調査（特にサムロンセン貝塚出土品） 9. 25～28.
30

バサックにおける真臘故都の調査 10. 27

タケックにおける寺院並に石灰洞調査 10. 31

ヴィエンチャンにおける寺院の調査 11. 8～14

ルアンプラバン上流タム□ン石灰洞調査（撚乗文土器発見） 11. 18

ルアンプラバン東方において石器時代遺跡を発見、調査 11. 20

シェンカン周辺巨石遺蹟の調査 11. 22, 23

ルアンプラバン□□において銅鼓の調査　　 11. 26

タケック東方石灰岩洞窟の調査 11. 30

ストゥトレン対岸にある寺院址の調査 12. 9 5
（24）

ワットノコール（コンポンチャム）の調査 昭
32. 12. 26 9

プノンペン市中の寺院調査（ワットプラケオ、ワットボトゥムヴォディ　etc. ） 12. 29 26

ウドン王陵の調査 昭
33.  1.  3　32. 12. 29

アンコールワットの調査 昭
33.  1.  3

アンコールトム、プラカーン、ネアクピアンの調査 1.  4

プラサットクラバンプンラップ、メボンオリエンタール、バンテイグヂイ、バンテイスレイの調査（ア
ンコール）

1.  5

アンコールワット　特に石□にある日本人落書の調査 1.  6～ 9

バイヨンの調査（アンコール） 1. 10～11

バクセイチュムコロン、バプオン、ブラピッ、ピミアネカ、プノムクロムの調査（アンコール） 1. 12

プノンペン博物館蔵品調査 1. 15

プノムトム石灰洞窟の調査　アンコールトムの調査 1. 20

プノムプラサット（クメール遺蹟）の調査
バンテイスレイ、バンテイサムレの調査（アンコール）

1. 21

タープロムケル、トマノン、チョーセイテボダ、タープロム、タケオの調査（アンコール） 1. 22

プラコー、バコン、ロレイの調査（アンコール東方） 1. 23

プノンペン博物館蔵品調査 1. 28

プノムトム石灰洞窟の調査 2.  2

プノムプラサット（クメール遺蹟）の調査 2.  3

プノンペン博物館における蔵品の調査 2. 17
20
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タ
イ
班
の
調
査
概
要

　

タ
イ
班
の
調
査
の
目
標
は
、
主
と
し
て
農
村
を
中
心
と
し
た
稲
作
民
族
文
化

の
そ
れ
で
あ
る
。
調
査
は
前
後
二
期
に
わ
か
れ
、
第
一
期
は
メ
コ
ン
河
を
遡
航

し
つ
つ
、
概
況
調
査
を
協
力
的
に
行
い
第
二
期
は
各
専
門
分
野
及
び
分
担
に
従

っ
て
、
独
自
の
行
程
を
た
て
て
調
査
を
行
っ
た
。
概
ね
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
期
（
昭
和
三
二
年
九
月
～
一
二
月
）

　

調
査
団
は
九
月
に
、
タ
イ
国
の
首
都
バ
ン
コ
ッ
ク
に
集
結
し
た
が
、
タ
イ
班

は
空
路
、
列
車
に
て
先
発
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
調
査
班
の
後
を
、
自
動
車
五
台
に

分
乗
沿
道
農
村
の
概
況
調
査
を
行
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
お
も

む
き
、
先
発
隊
に
合
流
し
た
。
そ
れ
よ
り
ラ
オ
ス
の
主
都
ウ
ェ
ン
チ
ャ
ン
、
王

都
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
を
経
て
、
メ
コ
ン
流
域
の
農
村
調
査
の
最
終
点
で
あ
る
北

タ
イ
の
古
都
チ
ェ
ン
セ
ー
ン
に
到
達
し
た
。
此
の
間
八
幡
隊
員
は
農
村
技
術
文

化
の
調
査
及
び
資
料
を
蒐
集
し
、
長
隊
員
は
各
種
の
標
本
採
集
及
び
栽
培
方
法

等
を
調
査
し
、
河
部
隊
員
は
農
村
経
済
の
概
況
及
び
農
村
用
語
の
採
集
を
行
い
、

岩
田
、
綾
部
隊
員
は
農
村
社
会
構
造
の
概
況
調
査
を
行
っ
た
。

　

第
一
期
調
査
の
末
期
（
一
二
月
初
旬
）、
タ
イ
班
は
そ
れ
ま
で
の
概
況
調
査
に

も
と
づ
く
知
識
を
整
理
し
、
ま
た
今
後
の
各
個
調
査
に
お
け
る
項
目
の
連
絡
を

目
的
と
し
て
、
ウ
ェ
ン
チ
ャ
ン
附
近
の
ラ
オ
族
の
農
村
バ
ン
・
ノ
ン
・
ヘ
オ
を

選
定
し
、
集
約
的
綜
合
調
査
の
予
備
調
査
を
一
週
間
行
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
期
（
一
二
月
～
昭
和
三
三
年
三
月
）

　

八
幡
、
長
、
河
部
隊
員
は
タ
イ
国
地
域
調
査
を
行
う
べ
く
、
ジ
ー
プ
に
て
東

北
部
タ
イ
を
調
査
し
つ
つ
バ
ン
コ
ッ
ク
に
帰
着
し
た
。
岩
田
、
綾
部
隊
員
は
ラ

14日 Vientiane-USIS （米国情報部） Dolf Droce氏及びLaos農務局長Phanh面会 Laos稲作につき
資料をうく。

16日 B Nong Heo再訪。栽培稲7品種採集。

19日 Corrigan氏案内Kha-Mon及びMeoの部落視察。B. HonHiKingのKha-Monより数点の陸稲を
うく　Stick Lackの枝を採る。
B. Khingangの苗族はKhaoNaとKhoHai両種の稲を作る。
Kha-Mon部落の焼畑では素手で稲をしごいて収穫したあとを見る。

21日 Vientiane朝市見学

24日 B. NasaiにてPho-Deng （Laos人）の農業経営調査

25日 Xieng-Khouang郊外Chia-Xong （Meo人）農家調査
Chong Neng （Meo人）農家調査

26日 B. NiewのLao人Naido氏の農業経営調査

27日 Mr. Xieng Khamdy （Lao人）及びMr. Vang Cheu （Meo人）の農業経営をきく

28日 B. Bouam-NatのMr. Ba Pao （Meo Khao白苗）を訪ね、農業経営をきく

12月 5日 Paksé朝市にて60余種の品物を見る。

 6日 Stung Treng朝市40数種の品を見る。対岸のThalabarvat訪問、Kao San品種をうく

 7日 Samborの古跡訪問、途上稲品種SrauTanau、SrauKsai等数点を得。

17日 Saigon、植物園及びCholn籾船、精米所見学

12月24日 Batthambang稲育種場視察

 1月 2日 Bangkok港発

 1月17日 神戸帰国
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農学班調査（1）　　浜田秀男

 9月13日 タイ国立農科大学Kaset-Sart University訪問

14日 農務省訪問 米穀局長Sala Dasananda博士に会見 稲作その他につき懇談

17日 バンコック近郊Bang Bang 及び Nam Pho居住のMon族を訪ね、糯（Khao Nieu）と粳（Kho Chao）
につき聴く。夕刻大使の招待をうく。

21日 Churalongkern［ママ］大学理学部訪問

27日 Phnom Penh対岸Preak-Leap農学校長Lon chun氏及び農林畜産学校Ho-Ton-Lip教授面会

28日 Saigon街道Banteai Dekに到り浮稲調査

29日 San Oudongに到り稲の植付を見学、撮影

30日 Battam bang 稲育種場訪問移植中及び出穂期の稲田あり、場長Meas Chuth、省長Gran Kimy
及びコロンボプランによる育種事業指導者佐藤幸平の諸氏に面会。

10月 1日 Dom Bleangに於ける□糯 Nar Nhikに於ける浮稲野生稲調査

 2日 Ho Ton Lip氏を訪問

 5日 農林畜産学校にてラック原料Malanorrhoea及びCombretumの腊葉、種実を見る。炭化米粒
（Pursat省Phsarkrorにて1953年採集）少量入手

 6日 Thak Thela （P. Penhより5 km）及びKompong Kathuth （P. Penhより29 km）にて野生稲採集

 7日 P. Penh中央市場にて粳の黒色米と白色米を購入

14日 Sanbour及びBak-Chan附近にて湿地に叢生する野生稲を採取す

15日 Sambour再訪、野生稲調査撮影

16日 Ph-Sar Oudongにて稲籾を採取

18日 Banteaé Dék訪問浮稲3 mに伸張

20日 ChubのHevea PlantationをMr. Doussonxの案内で見学

21日 Vat-Nakor （Kompong-cham近郊Sabou Meas村在）訪問、次々にボートにて対岸Chihe部落に
行き農耕状態をきく。全耕地約27.935ha、玉蜀黍1000Ton、稲（籾）500Ton、Kapok170Ton、胡
麻100Tonの年産額あり

22日 Kompong-chamよりKratieへ
ChupのHevea Plantationを副支配人の案内にて詳細に説明をうく

24日 Stung-Treng滞在。郊外にある種苗農場（Pépneire Agricola）にてKoent Len氏説明

25日 Pakséに近づき、白又は赤の芒のある野生稲多く見ゆ。水稲は印度型らしく熟期にあり、種穂刈又
は茎の中途にて刈る、陸稲は成熟す。栽培水稲と野稲と混生す。

26日 PakséよりPaksongへ、Paksong農事試験場見学

27日 Bolovene高原の農耕開発を調査

29日 PakséよりSavannakhet、沿道野生稲多し、栽培稲は生育不良

31日 Thakkek泊り、Wat Khen Muang（寺）訪問。寺の附近にて水稲収穫、茎中央又は穂首刈取、
Ban□ong-Khaniuにて稲採取

11月 1日 ThakkekよりNakorn-Phanomへ　収穫中の稲を採取、生育よろし

 2日 Nakhorn PhanomよりSakol-Nakhomへ　野生稲二種採取、Khao Nok即ち鳥稲と称す。他に
栽培稲（水稲）10数品種採取

 6日 Vientiane滞在、国立農事試験場を訪ね場長Meksyornh Kespra Seuth氏に糯稲の系統分離の
仕事をきく。

 8日 That Luong再訪。Laos奨励稲品種20点を受く。
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オ
族
農
村
の
集
約
的
調
査
を
目
的
と
し
て
、
ウ
ェ
ン
チ
ャ
ン
に
留
り
、
そ
れ
ぞ

れ
農
村
を
選
定
し
定
着
し
た
。

　

八
幡
隊
員
は
バ
ン
コ
ッ
ク
帰
着
し
た
の
ち
、
中
部
タ
イ
、
東
南
タ
イ
、
南
タ

イ
半
島
部
に
赴
き
、
農
村
技
術
文
化
の
比
較
調
査
を
行
い
、
一
月
中
旬
帰
国
し

た
。

　

長
隊
員
は
バ
ン
コ
ッ
ク
帰
着
の
後
、
市
内
の
農
事
試
験
場
及
び
北
タ
イ
、
チ

ェ
ン
マ
イ
の
試
験
場
等
を
訪
ね
、
タ
イ
に
於
け
る
稲
に
関
す
る
資
料
、
標
本
の

蒐
集
を
行
い
、
一
月
初
旬
帰
国
し
た
。

　

河
部
隊
員
は
バ
ン
コ
ッ
ク
帰
着
後
、
調
査
事
務
の
整
理
を
行
い
つ
つ
、
市
内

の
文
献
、
資
料
の
蒐
集
及
び
調
査
を
行
い
、
実
地
調
査
の
文
献
的
裏
づ
け
に
つ

と
め
た
。
二
月
再
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
赴
き
農
村
調
査
を
行
い
、
同
下
旬
よ
り
三

月
初
旬
に
か
け
て
北
部
タ
イ
の
調
査
旅
行
に
赴
き
、
ビ
ル
マ
領
ケ
ン
ト
ン
州
に

入
り
、
主
と
し
て
タ
イ
諸
族
の
農
村
調
査
を
行
っ
た
。
北
タ
イ
と
中
部
タ
イ
の

境
界
に
あ
る
ス
コ
ー
タ
イ
附
近
の
バ
ン
・
カ
ウ
に
於
て
は
、
数
日
間
定
着
し
、

農
村
経
済
の
集
約
的
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
三
月
下
旬
帰
国
す
。

　

岩
田
隊
員
は
昭
和
三
三
年
一
月
以
降
ラ
オ
ス
の
ウ
ェ
ン
チ
ャ
ン
北
方
五
〇
粁

の
バ
ン
・
ヴ
ィ
エ
ン
を
中
心
に
ラ
オ
族
農
村
の
集
約
的
調
査
を
約
二
ヶ
月
行
い
、

更
に
三
月
に
入
り
、
ヤ
オ
族
の
村
落
に
定
着
し
て
社
会
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

綾
部
隊
員　

昭
和
三
三
年
一
月
以
後　

ウ
ェ
ン
チ
ャ
ン
の
附
近
の
ラ
オ
族
農

村
の
社
会
調
査
を
二
ヶ
月
続
行
し
、
そ
れ
と
比
較
研
究
を
目
的
と
し
て
、
三
月

以
降
は
北
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
南
方
五
〇
粁
の
ラ
オ
族
農
村
の
調
査
を
続
行
し

て
い
る
。

12月13日 Mahasarakam発　Roietを経てUbon泊　附近農村を調査す
Ubon市に蔬菜を供給する安南人部落を調査す。

12月15日 Ubon発 Mahasarakam泊　沿道降水量不足のため作付不能田多し

12月16日 Mahasarakam発　Korat泊 沿道水不足のため作付不能田多し

12月17日 Korat発　Bangkok着

12月27日 Bangkok発　Chiengmai泊　Maejo農事試験場、SanPatong稲作試験場を見学　附近農村
を調査し、種子を集める。

12月30日 Chiengmai発　Bangkok着
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農学班調査（2）　長重九

昭和32年
 9月13日

Bangkok着
Bangkok周辺の農業試験研究機関を訪問しタイ国に於ける稲の育種研究並に品種改良事業及
び農業技術の改善に関する組織施設を調査す。
Kasertrart［ママ］農科大学、Rangsit農事試験場を見学、Ayuthaya及びNakhonPathomを
中心とするBangkok平野の稲作状態を調査す。

10月 6日 Bangkok発Aranya泊　タイ国境附近の水稲品種を集める。

10月 9日 Aranya発　Siem Reap泊　Ankorwat周辺の稲作を調査す。Siem Reap近郊で初めて野生
稲を観察、其出穂状態を撮影し株を採集す

10月14日 Siem Reap発Phnompenh泊　Phnompenh南郊30kに於て、浮稲の栽培状況を調査し、野生
稲の分布等を調査す。

10月20日 Phnompenh発Kompongcham泊　沿道の水稲の移植作業を見学す

10月22日 Kompongcham発Krachie泊　水稲の刈取作業を見る。カンボジヤ特有S字形鎌による稲刈を
撮影す

10月23日 Krachie発Stungtreng泊　Pipinicré Agricolを訪ね、各種果樹蔬菜の育苗事業を見学す

10月25日 Strungtreng発Pakse泊　Boloven高原視察のため高原を横断しSalavaneに至る、途中
Paksongの農事試験場を見学し、高原の陸稲栽培状況、林相、地勢等を調査

10月30日 Savannakhet発Thakhek泊　Thakhek周辺の稲作を調査、稲刈、脱穀、つめ鎌の使用法など
の作業状況を撮影す。附近に栽培されている水陸稲の種子を集める。Thakhekより東方50kの
Mahaxay村を訪ね附近の水陸稲種子を集める。

11月 1日 Thakhek発Mekongを渡り、Nakon Phnom泊　近郊の農村を視察　Laosとの稲作の比較調
査をする。附近農村にて水稲種子を集める。

11月 2日 Nakhon Phnom発Sakhon Nakon泊　この沿道は東北タイKorat高原の重要な稲作地帯であ
るので途中出来るだけ多くの水稲種子を集める。大型の野生稲を採取する。

11月 3日 Sakhon Nakon発Udon泊　Udon附近農村を調査し、Udon西方50k Mak Luaw村付近迄
調査　水、陸稲の種子を集め、野生稲の分布を調査す。

11月 5日 Udon発Nongkaiを経てVientiane泊　Vientiane滞在中、農務局、USI
（25）
S、USO

（26）
Mの農業課を

訪問　資料を見る。農事試験場を見学し、水陸稲の種子を入手す。Vientiane近郊のLao、
Thai Damの部落を調査しつつ、水陸稲の種子を集める。

11月15日 Vientiane発Phatang泊　山岳地帯の稲作を調査しつつ、陸稲の種子を集める。

11月16日 Phatang発Phukhoun泊　途中Yao族の焼畑を視察、種子を集める。Phukhounの苗族の部
落を訪ね、焼畑の陸稲栽培状況、稲刈、脱穀等の諸作業を撮影す。

11月18日 Phukhoun発Luang Prabang泊　附近農村を視察す。

11月20日 Luang Prabang発　船でMekongを遡航す
途中両岸の農村を調査しつつ、陸稲の種子を集める。

11月27日 Chiengsen泊　Chiengsen及ChiengRai附近の水陸稲の種子を集める。

11月28日 Chiengsen発 Vientiane泊 Vientiane周辺の農村を調査す。
Ban Non Haeo村では約一週間Thai班全体として協同調査をする

12月 9日 Vientiane発Nong Kaiを経てUdon泊　これより東北タイのKrat高原の各地を調査しつつ、
Bangkokへ至る。

12月10日 Udon発　Dong Muang村泊　稲作並に甘蔗栽培状態を視察す。
Phu Thai族のBan Na Hi部落を調査し、水陸種子を採集す。

12月12日 Dong Muang発　Mahasarakam泊　途中浮稲栽培を見学、この辺一帯雨期の降水量が少な
かったため植付不能水田を多く見る。
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に
は
渋
沢
敬
三
を
会
長
と
し
て
、
石
黒
忠
篤
な
ど
の
国
会
議
員
や
経
済
団
体
関

係
者
、
生
命
保
険
協
会
会
長
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
（
3
）「
趣
意
書
」
に
お
け
る
財
団
法
人
民
族
学
協
会
の
紹
介
に
は
、「
純
粋

民
族
学
者
の
み
な
ら
ず
、
言
語
学
者
・
歴
史
学
者
・
先
史
学
者
・
地
理
学
者
・

農
学
者
で
民
族
学
に
関
心
を
有
し
、
こ
の
学
問
の
重
要
性
を
認
識
す
る
学
者
は

殆
ん
ど
す
べ
て
協
会
に
所
属
」
し
て
お
り
、「
全
国
の
専
門
家
を
網
羅
す
る
全

国
単
一
学
会
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
（
4
）「
趣
意
書
」
に
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
委
員
会
は
、

岡
正
雄
を
委
員
長
と
し
て
、
幹
事
一
一
名
、
委
員
一
三
名
か
ら
組
織
さ
れ
、
幹

事
は
第
二
次
調
査
、
第
三
次
調
査
も
含
め
た
調
査
計
画
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
5
） 「
趣
意
書
」
作
成
時
点
に
お
け
る
調
査
隊
員
候
補
者
は
、
タ
イ
班
一
〇

名
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
班
一
三
名
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
資
料
内
注
記
に

も
あ
る
よ
う
に
あ
く
ま
で
候
補
者
で
、
こ
の
中
で
実
際
に
調
査
に
赴
い
た
の
は

タ
イ
班
で
五
名
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
班
で
四
名
で
あ
っ
た
。

　
（
6
） 「
趣
意
書
」
の
趣
旨
で
は
、
当
時
の
東
南
ア
ジ
ア
が
「
政
治
的
、
経
済

的
に
益
々
重
要
性
」
を
増
し
て
い
る
一
方
で
、「
従
来
殆
ど
基
本
調
査
が
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
」
こ
と
や
、
欧
米
の
研
究
も
「
植
民
地
の
個
別
研
究
」
に
止

ま
り
、「
特
殊
的
興
味
に
偏
向
」
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
従
っ
て
、「
日

本
民
族
学
界
の
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
と
し
て
自
然
科
学
・
文
化
（
社
会
）
科

学
両
面
に
亘
る
専
門
学
者
の
協
同
に
よ
っ
て
、
…
…
東
南
ア
ジ
ア
諸
民
族
…
…

の
基
本
的
文
化
構
造
・
歴
史
的
系
統
的
関
係
を
究
明
し
、
併
せ
て
近
代
化
諸
問

題
を
も
研
究
の
対
象
と
す
る
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
7
）「
趣
意
書
」
の
趣
旨
に
お
い
て
、「
日
本
民
族
文
化
の
源
流
並
に
性
格

採
集
し
た
種
子
目
録
は
目
下
整
理
作
製
中

本
人
持
帰
っ
た
分

タ
イ
に
於
け
る
採
集
種
子　
　
　
　

68‌

品
種

ラ
オ
ス　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　

95‌　

〃

合
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
6
3　

〃

4
月
7
日
神
戸
着
の
分
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
国　

バ
ッ
タ
ン
バ
ン
農
事
試
験
場
保

存
全
品
種
で
約
2
0
0
品
種
と
思
わ
れ
る
。

�

四　
「
趣
意
書
」
と
「
実
績
報
告
書
」
の
注
目
点

　

最
後
に
、
本
稿
で
紹
介
し
た
「
趣
意
書
」
と
「
実
績
報
告
書
」
の
二
つ
の
資

料
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
注
目
点
を
い
く
つ
か
列
挙
し
て
整
理
し
て
お
き
た

い
。

「
趣
意
書
」
の
注
目
点

　
（
1
）「
趣
意
書
」
は
国
内
の
行
政
機
関
や
各
種
組
織
に
対
し
て
そ
の
計
画
概

要
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
同
時
に
抄
訳
な
が
ら
英
語
版
と
仏
語
版
も
存
在
し
て

お
り
、
調
査
対
象
国
な
ど
の
国
外
の
関
係
機
関
に
も
向
け
た
国
際
的
な
対
外
向

け
文
書
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
2
）「
趣
意
書
」
は
同
時
に
「
後
援
会
趣
意
書
」
の
原
本
と
し
て
、
国
内
の

企
業
や
個
人
か
ら
寄
附
を
募
る
た
め
の
文
書
に
も
転
用
さ
れ
て
い
る
。
後
援
会
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（
12
）「
趣
意
書
」
の
計
画
概
要
（
研
究
事
項
）
に
お
い
て
、「
生
活
実
態
を

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
に
綜
合
的
に
調
査
」
し
、「
成
果
を
夫
々
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て

ま
と
め
る
」
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
稲
の
農
学
的
系
統
、
農
耕
技
術
、
神

話
・
宗
教
儀
礼
、
社
会
・
経
済
構
造
、
考
古
学
、
言
語
学
、
日
本
民
族
と
の
関

係
、
近
代
化
、
日
本
人
移
民
の
適
応
、
映
画
・
写
真
・
録
音
に
よ
る
記
録
な
ど
、

網
羅
的
な
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
13
）「
趣
意
書
」
の
諸
外
国
の
調
査
研
究
活
動
の
概
況
に
お
い
て
、
タ
イ
地

域
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
域
と
に
分
け
て
先
行
研
究
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
タ
イ

地
域
に
つ
い
て
は
、
欧
米
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
民
俗
、
歴
史
、
言
語
の
分

野
に
お
け
る
タ
イ
人
研
究
者
の
研
究
も
と
り
あ
げ
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ネ
ル
大

学
に
よ
る
当
時
の
調
査
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
地
域
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
よ
る
探
検
や
遠
征
、

宣
教
の
報
告
書
か
ら
、
一
九
〇
一
年
以
降
の
極
東
学
院
に
よ
る
報
告
ま
で
広
く

重
視
し
紹
介
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
考
古
学
歴
史
学
等
と
民
族
学
・
民
俗

学
と
の
協
力
研
究
の
余
地
が
多
く
」、「
今
後
の
綜
合
古
代
文
明
史
的
研
究
の
好

個
の
領
域
で
あ
り
、
東
洋
学
者
と
し
て
実
績
を
も
つ
本
邦
学
徒
の
進
出
が
期

待
」
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
（
14
）「
趣
意
書
」
の
調
査
行
程
は
、
出
発
前
の
調
査
計
画
を
記
し
て
い
る
。

タ
イ
班
調
査
行
動
に
お
い
て
は
、
東
南
タ
イ
地
域
の
項
目
を
た
て
、「
こ
の
地

域
は
外
国
人
学
者
の
未
調
査
地
域
」
と
し
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
（
ク
メ
ー
ル
族
）

接
触
に
特
に
注
意
す
る
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
東
北
タ
イ
地
域

に
つ
い
て
は
、「
こ
の
地
域
は
従
来
概
括
的
な
調
査
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
」

こ
と
、
中
部
タ
イ
地
域
に
つ
い
て
は
「
タ
イ
国
に
お
け
る
比
較
的
近
代
化
し
た

は
正
に
東
南
ア
ジ
ア
研
究
の
成
果
と
照
し
合
わ
せ
て
始
め
て
こ
れ
を
解
明
し
得

る
と
共
に
、
日
本
民
族
と
の
関
連
に
於
い
て
広
く
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
諸
民
族
の

間
に
見
ら
れ
る
親
近
性
・
共
通
性
お
よ
び
特
殊
性
も
こ
の
種
の
綜
合
的
研
究
を

通
じ
て
の
み
こ
れ
を
充
分
に
理
解
し
得
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
（
8
）「
趣
意
書
」
の
趣
旨
に
お
い
て
、
戦
後
は
特
に
ア
メ
リ
カ
が
東
南
ア
ジ

ア
各
地
で
の
実
態
調
査
を
進
め
て
お
り
、
日
本
は
戦
中
ま
で
の
東
南
ア
ジ
ア
研

究
の
諸
機
関
が
終
戦
と
共
に
解
体
消
滅
し
た
こ
と
か
ら
、「
日
本
学
界
の
最
も

重
要
か
つ
有
望
な
研
究
地
域
と
し
て
確
保
し
」、「
広
く
我
国
の
東
南
ア
ジ
ア
理

解
と
学
術
的
提
携
に
役
立
て
る
必
要
」
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
（
9
）「
趣
意
書
」
の
趣
旨
に
お
い
て
、「
欧
米
語
ま
た
は
欧
米
語
文
献
の
み

を
媒
介
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
研
究
に
は
限
界
が
あ
り
、
徹
底
を
期
し
得
な
い
。

民
族
学
的
実
態
把
握
と
民
族
語
の
修
得
に
よ
っ
て
初
め
て
充
分
の
効
果
を
期
待

し
得
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
（
10
）「
趣
意
書
」
の
計
画
概
要
に
お
い
て
、
班
編
成
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
班
と

タ
イ
班
に
分
か
れ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
班
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
調
査
も
予
定
し
て
い

た
。
各
班
は
、「
民
族
学
者
二
名
、
言
語
学
者
一
名
、
歴
史
考
古
学
者
一
名
、

農
学
者
一
名
、
お
よ
び
助
手
二
名
」
と
い
う
分
野
ご
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
考
慮
さ

れ
て
い
た
。

　
（
11
）「
趣
意
書
」
の
計
画
概
要
（
こ
の
地
域
の
意
義
）
に
お
い
て
、
東
南
ア

ジ
ア
が
「
日
本
民
族
或
は
日
本
稲
作
文
化
の
系
統
・
源
流
の
究
明
に
と
り
極
め

て
重
要
な
意
義
」
を
も
ち
「
太
平
洋
諸
地
域
（
日
本
を
含
む
）
へ
拡
大
分
散
し

た
諸
民
族
並
に
諸
文
化
潮
流
の
揺
籃
の
地
で
あ
り
、
ま
た
出
発
点
で
あ
っ
た
と

推
定
」
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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金
四
〇
〇
万
円
に
加
え
て
寄
附
金
が
約
一
三
六
七
万
円
集
ま
り
、
収
入
合
計
が

一
七
六
七
万
円
程
と
な
っ
て
い
る
。
支
出
に
お
い
て
は
、
調
査
旅
費
が
約
七
一

六
万
円
（
渡
航
費
約
一
一
三
万
円
、
滞
在
費
約
六
〇
三
万
円
）
で
最
多
を
占
め
、

次
に
通
訳
費
約
一
三
〇
万
円
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
（
19
）「
実
績
報
告
書
」
に
お
い
て
、「
大
体
に
お
い
て
予
期
の
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
」
た
一
方
で
、「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
調
査
班
は
、
日
本
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

間
の
政
治
的
事
情
に
よ
り
遺
憾
な
が
ら
出
発
延
期
す
る
の
や
む
な
き
」
に
い
た

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
20
）「
実
績
報
告
書
」
の
経
過
報
告
に
お
い
て
団
長
の
松
本
は
、「
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ブ
な
メ
ー
コ
ン
河
流
域
の
概
観
的
調
査
と
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
な
タ
イ
、
ラ

オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
各
地
域
の
調
査
と
の
二
期
に
分
っ
て
実
施
」
し
た
と
総
括

し
て
い
る
。
前
者
の
「
メ
ー
コ
ン
河
流
域
の
概
観
的
調
査
」
に
お
い
て
は
、

「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
入
国
査
証
」
に
手
間
取
り
、
ま
た
タ
イ
の
「
未
曾
有
の

政
治
上
の
変
革
が
勃
發
」
し
た
こ
と
で
、
や
む
な
く
計
画
を
変
更
し
て
「
好
意

的
で
あ
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
両
国
よ
り
調
査
を
実
施
」
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

　
（
21
）「
実
績
報
告
書
」
の
松
本
に
よ
る
経
過
報
告
に
お
い
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
プ
ノ
ン
ペ
ン
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
か
ら
「
ク
ラ
チ
エ
、
ス
ワ
ン
ク
レ
ン
と
メ

ー
コ
ン
河
に
沿
ふ
て
北
上
」
し
て
ラ
オ
ス
に
入
り
、
パ
ク
セ
附
近
を
調
査
、
ボ

ロ
バ
ン
高
原
か
ら
村
落
調
査
と
言
語
調
査
に
分
か
れ
た
こ
と
、
考
古
学
班
は

「
真
臘
發
祥
の
地
と
云
は
れ
る
ワ
ッ
ト
・
プ
ー
を
踏
査
し
、
山
と
水
と
の
原
始

信
仰
が
王
権
と
関
係
あ
る
こ
と
を
調
査
」
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
調
査
団
は
「
パ
ク
セ
よ
り
サ
バ
ナ
ケ
ッ
ク
を
経
て
タ
ケ
ッ
ク
に
と
北
上
」
し
、

農
村
地
帯
で
近
代
化
の
様
相
の
問
題
に
特
に
注
意
し
、
か
つ
華
僑
商
人
・
仲
介

業
者
・
都
市
化
の
問
題
を
も
調
査
す
る
」
こ
と
、
北
部
タ
イ
地
域
に
つ
い
て
は
、

「
諸
種
族
の
接
住
・
混
住
す
る
地
域
」
と
し
て
山
地
少
数
民
族
に
出
来
る
だ
け

接
触
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
15
）「
趣
意
書
」
の
調
査
行
程
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
班
調
査
行
動
に
お
い
て
は
、

王
宮
・
博
物
館
な
ど
で
の
「
ク
メ
ル
高
度
文
化
」
の
調
査
と
、
ア
ン
コ
ー
ル
附

近
な
ど
の
遺
跡
調
査
の
ほ
か
、
南
方
・
北
方
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
ク
メ

ル
族
の
「
原
住
民
、
原
始
農
業
調
査
」
が
項
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

当
初
の
計
画
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
南
部
を
中
心
と
す
る
「
安
南
海
岸
お
よ
び
中
央

高
地
原
住
民
の
村
落
」
と
「
メ
ー
コ
ン
沖
積
平
野
村
落
、
越
南
人
の
農
村
」
の

調
査
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
ラ
オ
ス
に
関
し
て
は
、「
ル
ア
ン
プ
ラ

バ
ン
」
と
「
ウ
ェ
ン
チ
ャ
ン
」
で
の
「
メ
ー
コ
ン
上
流
に
お
け
る
ラ
オ
ス
人
農

村
調
査
」
に
限
ら
れ
、
当
初
の
計
画
で
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。

　
（
16
）「
趣
意
書
」
の
所
要
経
費
に
お
い
て
、
当
初
は
二
五
〇
〇
万
円
を
超
え

る
経
費
を
想
定
し
て
い
た
。

「
実
績
報
告
書
」
の
注
目
点

　
（
17
）「
実
績
報
告
書
」
は
、
文
部
省
か
ら
学
術
団
体
補
助
金
の
交
付
を
受
け

て
い
た
こ
と
か
ら
、
文
部
大
臣
宛
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
会

計
年
度
が
三
月
末
ま
で
で
切
り
替
わ
る
こ
と
か
ら
、「
趣
意
書
」
で
一
九
五
八

（
昭
和
三
三
）
年
六
月
ま
で
と
し
て
い
た
調
査
計
画
時
期
を
、
調
査
本
隊
が
帰

国
し
た
三
月
末
ま
で
で
区
切
り
を
付
け
、
報
告
書
と
決
算
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　
（
18
）「
実
績
報
告
書
」
の
収
支
決
算
書
に
お
い
て
、
収
入
と
し
て
政
府
補
助
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T
hai N

oir

語
」「K

ha N
ahum

, K
ha T

aw
i

族
言
語
」、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の

「
チ
ャ
ム
人
言
語
」「
ジ
ャ
ラ
イ
語
」
の
調
査
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　
（
25
）「
実
績
報
告
書
」
の
農
学
班
調
査
（
1
）（
浜
田
）
に
お
い
て
、
タ
イ

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
の
農
科
大
学
、
農
務
省
、
稲
育
種
場
、
農
事
試
験
場

な
ど
を
訪
問
し
、
植
付
、
野
生
稲
、
浮
稲
を
調
査
し
、
各
所
で
稲
籾
や
野
生
種

を
採
集
・
採
取
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
ラ
オ
ス
で
は
、

「V
ientiane-U

SIS 

（
米
国
情
報
部
）」
を
訪
問
し
稲
作
の
資
料
を
得
、
農
業
経

営
や
山
地
少
数
民
族
の
陸
稲
の
調
査
も
行
っ
て
い
る
。

　
（
26
）「
実
績
報
告
書
」
の
タ
イ
班
の
調
査
概
要
に
お
い
て
は
、
特
に
記
載
者

名
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
班
全
体
の
調
査
概
要
が
記
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
班
の

調
査
は
「
前
後
二
期
に
わ
か
れ
、
第
一
期
は
メ
コ
ン
河
を
遡
航
し
つ
つ
、
概
況

調
査
を
協
力
的
に
行
い
第
二
期
は
各
専
門
分
野
及
び
分
担
に
従
っ
て
、
独
自
の

行
程
を
た
て
て
調
査
を
行
っ
た
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
第
一
期
（
昭
和
三

二
年
九
月
～
一
二
月
）
は
、
ト
ラ
ッ
ク
や
ジ
ー
プ
に
分
乗
し
て
、
タ
イ
の
バ
ン

コ
ク
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
、
ラ
オ
ス
の
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
か
ら
ル

ア
ン
プ
ラ
バ
ン
を
経
て
、
北
タ
イ
の
チ
ェ
ン
セ
ー
ン
に
至
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
間
は
、
八
幡
に
よ
る
「
農
村
技
術
文
化
の
調
査
及
び
資
料
を
蒐

集
」、
長
に
よ
る
「
標
本
採
集
及
び
栽
培
方
法
等
を
調
査
」、
河
部
に
よ
る
「
農

村
経
済
の
概
況
及
び
農
村
用
語
の
採
集
」、
岩
田
・
綾
部
に
よ
る
「
農
村
社
会

構
造
の
概
況
調
査
」
を
行
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
一
期
調
査
の
末
期

（
一
二
月
初
旬
）
に
は
、
知
識
整
理
と
調
査
項
目
の
連
絡
の
た
め
、「
ラ
オ
族
の

農
村
バ
ン
・
ノ
ン
・
ヘ
オ
を
選
定
」
し
て
全
員
で
の
調
査
を
一
週
間
行
っ
た
こ

タ
ケ
ッ
ク
で
「
ジ
ー
プ
隊
と
船
舶
隊
と
の
二
隊
に
分
れ
」、
首
都
の
ヴ
ィ
エ
ン

チ
ャ
ン
に
至
っ
て
、
そ
こ
で
折
よ
く
「
佛
誕
二
千
五
百
年
祭
の
盛
観
」
に
接
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
ジ
ー
プ
隊
は
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
か
ら

「
ク
・
プ
ー
ン
峠
の
難
路
を
越
え
て
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
に
入
り
、
同
地
よ
り
軽

舟
に
乗
じ
て
メ
ー
コ
ン
河
を
遡
航
し
、
タ
イ
・
ビ
ル
マ
国
境
な
る
チ
ェ
ン
セ
ン

に
至
り
、
メ
ー
コ
ン
河
踏
査
の
目
的
を
達
成
」
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

特
に
「
岩
田
、
綾
部
は
更
に
シ
ナ
国
境
に
近
き
ナ
ム
タ
に
飛
び
、
民
族
学
的
調

査
」
も
行
っ
て
い
る
。

　
（
22
）「
実
績
報
告
書
」
の
経
過
報
告
と
村
落
調
査
に
お
い
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

班
の
江
坂
は
後
半
か
ら
清
水
に
交
代
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
班
の
村
落
調
査
に
お
い
て
は
、「
典
型
的
一
聚
落
」
と
「
洪
水
後
の
土
地
を

利
用
し
て
耕
作
す
る
村
」
を
選
択
し
て
調
査
し
、
戸
別
訪
問
の
人
口
調
査
な
ど

に
よ
っ
て
、
特
に
前
者
が
「
土
地
を
有
せ
ざ
る
こ
と
、
他
地
方
よ
り
の
移
住
者

で
あ
る
こ
と
、
比
較
的
シ
ナ
人
の
移
住
者
多
き
こ
と
、
治
水
及
び
村
落
行
政
に

改
善
の
余
地
あ
る
こ
と
」
を
調
査
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
23
）「
実
績
報
告
書
」
の
考
古
学
班
調
査
（
松
本
、
江
坂
、
後
に
清
水
）
に

お
い
て
、
各
地
で
真
臘
故
都
、
石
灰
洞
、
石
器
時
代
遺
跡
、
巨
石
遺
蹟
、
銅
鼓
、

王
陵
、
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
、
博
物
館
蔵
品
な
ど
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
、
特
に

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
「
日
本
人
落
書
の
調
査
」
も
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　
（
24
）「
実
績
報
告
書
」
の
言
語
学
班
調
査
（
浅
井
）
に
お
い
て
、
タ
イ
の

「
モ
ン
族
言
語
」「
モ
ン
古
文
書
」、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
「
ク
メ
ル
語
音
韻
及
方
言
」

「
チ
ャ
ム
族
部
落
の
言
語
」、
ラ
オ
ス
の
「
ラ
オ
ス
語
方
言
」「
タ
イ 

ノ
ア
ル 
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
民
族

学
振
興
会
資
料
の
う
ち
、
第
一
次
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
に
関
連
す
る
「
趣

意
書
」（
一
九
五
七
年
三
月
）
と
「
事
業
実
績
報
告
書
」（
一
九
五
八
年
四
月
）
に

限
定
し
て
書
き
起
こ
し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
注
目
点
を

列
挙
し
て
整
理
し
た
。

　

は
じ
め
に
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
調
査
に
関
連
す

る
振
興
会
の
文
書
資
料
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
二
つ
以
外
に
も
、
草
稿
的
な
文

書
も
含
め
て
多
数
存
在
し
て
い
る
。
中
で
も
、
現
地
で
収
集
さ
れ
た
民
具
な
ど

の
収
集
品
目
録
と
、
よ
り
詳
細
な
個
人
ご
と
の
調
査
日
程
に
関
す
る
資
料
は
重

要
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
調
査
の
成
果
と
し
て
出
版
さ
れ
た
松
本

信
広
編
［1965

］、
学
会
誌
『
民
族
学
研
究
』［1958, 1959

］
に
お
け
る
二
回

の
座
談
会
報
告
の
ほ
か
、
各
調
査
団
員
に
よ
る
個
人
研
究
論
文
、
一
般
向
け
の

東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
団
編
［1959

］
と
い
っ
た
成
果
報
告
が

存
在
し
て
い
る
。
書
籍
、
論
文
以
外
の
関
連
成
果
と
し
て
は
、
読
売
新
聞
映
画

班
に
よ
る
映
画
と
、
日
本
橋
白
木
屋
で
の
文
化
展
と
い
う
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
や

媒
体
が
あ
り
、
当
時
広
く
公
開
さ
れ
た
。

　

上
記
に
加
え
て
、
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
調
査
の
関
連
資
料
と
し
て
こ
こ

で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
調
査
時
に
団
員
が
そ
れ
ぞ
れ
撮
影
し
た
写
真
資

料
が
、
日
本
民
族
学
協
会
か
ら
旧
文
部
省
史
料
館
を
経
て
、
現
在
は
国
立
民
族

と
が
特
徴
と
し
て
記
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
第
二
期
（
一
二
月
～
昭
和
三
三
年
三

月
）
は
、
八
幡
、
長
、
河
部
が
東
北
部
タ
イ
を
調
査
し
て
バ
ン
コ
ク
に
戻
っ
た

後
、
中
部
タ
イ
、
東
南
タ
イ
、
南
タ
イ
の
農
業
技
術
文
化
の
比
較
調
査
（
八

幡
）、
バ
ン
コ
ク
と
チ
ェ
ン
マ
イ
の
農
事
試
験
場
で
の
稲
の
調
査
と
標
本
収
集

（
長
）、
文
献
・
資
料
収
集
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
北
部
タ
イ
か
ら
ビ
ル
マ
領
ケ
ン
ト

ン
州
で
の
農
村
調
査
（
河
部
）
と
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
一

方
で
、
岩
田
、
綾
部
は
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
附
近
の
「
ラ
オ
族
農
村
の
集
約
的
調

査
」
を
約
二
ヶ
月
行
っ
た
後
、
ヤ
オ
族
の
村
落
に
定
着
し
た
社
会
調
査
（
岩

田
）、
北
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
近
郊
の
ラ
オ
族
農
村
の
調
査
（
綾
部
）
を
行
っ

て
い
る
。

　
（
27
）「
実
績
報
告
書
」
の
農
学
班
調
査
（
2
）（
長
）
に
お
い
て
、
タ
イ
や

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農
業
試
験
場
や
農
科
大
学
を
訪
問
し
、
各
地
で
稲
作
状
態
を
調

査
し
、
野
生
稲
な
ど
の
株
や
種
子
を
採
集
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ラ
オ

ス
で
も
同
様
に
稲
作
調
査
を
行
い
、
農
務
局
に
加
え
て
、「U

SIS, U
SO
M

の

農
業
課
」
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
情
報
機
関
関
連
部
署
も
訪
問
し
て
い
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
か
ら
「
船
でM

ekong
を
遡
航
」
し

た
際
に
は
、
両
岸
の
農
村
調
査
を
行
い
、
陸
稲
の
種
子
も
集
め
て
い
る
。
そ
の

後
の
バ
ン
コ
ク
へ
の
帰
路
に
お
い
て
は
、
東
北
タ
イ
の
コ
ラ
ー
ト
高
原
各
地
の

調
査
、
稲
作
の
ほ
か
甘
蔗
や
安
南
人
部
落
の
蔬
菜
の
栽
培
状
況
も
調
査
し
、
特

に
こ
の
年
の
稲
作
は
「
水
量
不
足
の
た
め
作
付
不
能
田
多
し
」
と
記
し
て
い
る
。

現
地
で
採
集
し
た
種
子
は
タ
イ
の
六
八
種
と
ラ
オ
ス
の
九
五
種
に
加
え
て
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
約
二
〇
〇
種
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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（
3
）
中
根
［1999

］、
日
本
文
化
人
類
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
。

（
4
）
神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
編
［2013, 2015

］、
神
奈
川
大
学
日

本
常
民
文
化
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
。

（
5
）
神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
編
［2013, 2015

］、
泉
水
［2015

］

を
参
照
。
そ
の
他
、
文
書
を
一
枚
ず
つ
撮
影
し
た
写
真
デ
ー
タ
も
学
会
か
ら
提

供
さ
れ
た
。

（
6
）
財
団
法
人
民
族
学
振
興
会
編
［1984

：60‌

］
の
（
日
本
民
族
学
協
会
）
歴
代
理

事
長
在
任
期
間
で
は
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
二
月
～
一
九
六
〇
（
昭
和
三

五
）
年
三
月
ま
で
の
理
事
長
を
松
本
信
広
と
記
載
し
て
あ
る
が
、
振
興
会
資
料

に
も
と
づ
け
ば
、
一
九
五
七
～
五
八
年
の
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
調
査
時
に

お
け
る
日
本
民
族
学
協
会
の
理
事
長
は
岡
正
雄
で
、
理
事
長 

岡
正
雄
の
名
前

で
文
部
省
へ
の
書
類
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
残
留
し
て
調
査
を
続
け
た
の
は
岩
田
と
綾
部
の
二
名
で
、
個
別
に
四
月
末
ま
で

調
査
を
続
け
た
［
松
本
編

1965

：ⅱ

］。

（
8
）
昭
和
三
〇
年
代
の
海
外
学
術
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
展
開
を
整
理
し
た
飯
田

［2007

：250

］
な
ど
を
参
照
。

（
9
）
振
興
会
資
料
の
中
に
「
日
本
人
の
源
流
を
探
る

―
東
南
ア
ジ
ア
の
民
族
文
化

展
（
仮
称
）
各
種
族
出
品
目
録
」
と
「
民
族
の
河
メ
コ
ン

―
日
本
人
の
源
流

を
探
ね
て
（
解
説
原
稿
）」
の
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
10
）
そ
の
根
拠
は
、「
後
援
会
趣
意
書
」
の
直
後
に
寄
付
依
頼
の
書
面
と
そ
の
領
収

書
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
11
）
後
援
会
は
、
渋
沢
敬
三
（
国
際
電
信
電
話
株
式
会
社
取
締
役
会
長
）
を
会
長
と

し
、
石
黒
忠
篤
（
参
議
院
議
員
）、
井
野
硯
哉
（
参
議
院
議
員
）、
植
村
甲
午
郎

（
日
本
経
済
団
体
連
合
会
副
会
長
）、
岡
正
雄
（
東
京
都
立
大
学
教
授
）、
佐
島

学
博
物
館
（
民
博
）
に
数
千
点
ほ
ど
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
写

真
資
料
の
う
ち
、
タ
イ
の
写
真
資
料
八
〇
〇
点
弱
に
関
し
て
は
、
民
博
の
「
フ

ォ
ー
ラ
ム
型
人
類
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
構
築
に
基
づ
く
持
続
発
展
型
人
文
学

研
究
の
推
進
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
「
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民

族
文
化
綜
合
調
査
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
構
築

―
タ
イ
の
写
真
資
料
を
中
心
に
」

が
現
在
進
め
ら
れ
て
い
（
（2
（
る
。

　

第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
調
査
の
全
体
像
を
解
明
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
本

稿
で
紹
介
し
た
民
族
学
振
興
会
の
文
書
資
料
に
加
え
て
、
調
査
で
撮
影
さ
れ
た

写
真
、
民
具
な
ど
の
収
集
（
（2
（

品
、
成
果
刊
行
物
、
研
究
論
文
、
一
般
向
け
の
映
画

や
展
示
を
含
め
て
多
様
な
媒
体
の
資
料
を
総
合
的
に
関
連
づ
け
て
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
稿
の
資
料
紹
介
は
そ
の
一
端
で
あ
り
、

振
興
会
の
文
書
資
料
に
限
っ
て
も
、
今
回
は
紹
介
で
き
な
か
っ
た
収
集
品
目
録

と
詳
細
な
調
査
日
程
の
文
書
な
ど
が
、
他
の
多
様
な
資
料
と
相
互
参
照
で
き
る

よ
う
紹
介
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
多
様
な
関
連
資
料
を
地

道
に
紹
介
し
広
く
公
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
調
査
の
全
体
像

と
、
当
時
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
向
け
ら
れ
た
学
術
的
・
一
般
的
な
視
点
を
解

明
す
る
展
望
が
少
し
ず
つ
開
か
れ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

注（
1
）
財
団
法
人
民
族
学
振
興
会
編
［1984

：13‌

―27‌

］
を
参
照
。

（
2
）
飯
田
［2020

］、
日
本
文
化
人
類
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
。
飯
田
［2020

］

は
、
戦
前
の
名
称
は
財
団
法
人
民
族
学
協
会
で
、
戦
後
に
「
日
本
」
の
文
字
が

加
わ
り
、
財
団
法
人
日
本
民
族
学
協
会
と
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
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際
に
は
四
月
末
に
は
残
っ
た
二
名
も
帰
国
し
て
い
る
［
松
本
編

1965

：ⅱ

］。

（
20
）
こ
の
項
目
の
罫
線
の
枠
外
に
「
昭
和32.8.28, 32.9.13, 32.9.18, 32.9.21, 

32.9.25, 

昭
和32.11.5, 32.11.28, 32.12.23, 32.12.1, 32.12.9

」
の
書
き

込
み
メ
モ
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
後
日
整
理
の
た
め
に
付
け
ら
れ
た

メ
モ
と
推
測
さ
れ
る
。

（
21
）
タ
イ
の
政
治
的
な
変
革
と
は
、
一
九
五
七
年
九
月
一
六
日
に
勃
発
し
た
サ
リ
ッ

ト
・
タ
ナ
ラ
ッ
ト
陸
軍
司
令
官
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
を
指
す
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
ま
で
の
ピ
ブ
ー
ン
首
相
は
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
日
本
へ
逃
れ
た
。

（
22
）
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
の
誤
記
と
推
測
さ
れ
る
。

（
23
）
2
月
13
日
の
誤
記
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
24
）
こ
の
書
類
に
は
見
え
消
し
の
修
正
が
何
箇
所
か
に
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。

（
25
） U

nited States Inform
ation Service

の
略
と
推
測
さ
れ
る
。

（
26
） U

nites Sates O
perations M

ission

の
略
と
推
測
さ
れ
る
。

（
27
）
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
は
「
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合

調
査
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
構
築

―
タ
イ
の
写
真
資
料
を
中
心
に
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
も
参
照
。

（
28
）
当
時
の
調
査
に
お
け
る
民
具
な
ど
の
収
集
品
の
一
部
は
、
保
谷
に
あ
っ
た
日
本

民
族
学
協
会
附
属
民
族
学
博
物
館
か
ら
旧
文
部
省
史
料
館
を
経
て
、
現
在
は
民

博
に
保
管
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
［
飯
田
・
朝
倉
編 2017

］。

参
考
文
献

浅
井
恵
倫
・
綾
部
恒
雄
・
岩
田
慶
治
・
江
坂
輝
弥
・
河
部
利
夫
・
清
水
潤
三
・
長
重

九
・
浜
田
秀
男
・
松
本
信
広
・
八
幡
一
郎
・
宮
本
延
人
・
白
鳥
芳
郎

敬
愛
（
国
際
商
業
会
議
所
日
本
国
内
委
員
会
事
務
総
長
）、
竹
村
吉
右
衛
門

（
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
取
締
役
社
長
）、
東
畑
精
一
（
東
京
大
学
教
授
）、

花
村
仁
八
郎
（
経
済
団
体
連
合
会
事
務
局
次
長
兼
総
務
部
長
）、
藤
山
愛
一
郎

（
東
京
商
工
会
議
所
会
頭
）、
松
村
謙
三
（
衆
議
院
議
員
）、
矢
野
一
郎
（
第
一

生
命
保
険
相
互
会
社
社
長 

生
命
保
険
協
会
会
長
）
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

（
12
）
所
在
地
と
東
京
連
絡
所
は
具
体
的
な
住
所
と
電
話
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

（
13
）
以
下
、
原
文
で
は
罫
線
を
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
表
形
式
で
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
は
、
罫
線
を
付
し
た
形
式
で
見
や
す
く
表
記
し
た
。
な
お
人
名
や
固
有
名

詞
に
つ
い
て
、
書
類
に
よ
っ
て
異
体
字
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
原
文
の
ま
ま
と
し
て
い
る
。

（
14
）
各
班
の
候
補
者
で
、
実
際
に
調
査
に
赴
い
た
の
は
、
タ
イ
班
の
長
、
八
幡
、
河

部
、
岩
田
、
綾
部
の
五
名
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
班
の
浅
井
、
松
本
、
浜
田
、
清
水

の
四
名
で
あ
る
。
な
お
カ
ン
ボ
ジ
ア
班
に
は
、
本
書
類
に
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て

い
な
い
江
坂
輝
弥
（
慶
応
大
学
助
手
）
が
考
古
・
歴
史
班
と
し
て
実
際
の
調
査

に
加
わ
っ
て
い
る
。

（
15
）「
文
政
大
学
」
は
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
、「
農
科
大
学
」
は
カ
セ
サ
ー
ト
大
学
と
推

測
さ
れ
る
。

（
16
）
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
（École Française dʼExtrêm

e-O
rient

）
の
こ
と
と

推
測
さ
れ
る
。

（
17
）
固
有
農
村
形
態
の
誤
記
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
18
）
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
（École Française dʼExtrêm

e-O
rient

）
の
こ
と
と

推
測
さ
れ
る
。

（
19
）
こ
の
書
類
作
成
の
時
点
で
は
五
月
中
旬
帰
国
予
定
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
実
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財
団
法
人
民
族
学
振
興
会
編

1984　
『
財
団
法
人
民
族
学
振
興
会
五
十
年
の
歩
み
』　

財
団
法
人
民
族
学
振
興
会
。

泉
水
英
計

2015　
「
第
二
次
大
戦
中
お
よ
び
占
領
期
の
民
族
学
・
文
化
人
類
学
」　
『
神
奈
川
大

学
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
年
報
』
第
五
号　

神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文
化
研

究
機
構
。

東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
団
編

1959　
『
メ
コ
ン
紀
行

―
民
族
の
源
流
を
た
ず
ね
て
』　

読
売
新
聞
社
。

中
根
千
枝

1999　
「
財
団
法
人
民
族
学
振
興
会
の
解
散
に
つ
い
て
」　
『
民
族
学
研
究
』
第
六
四

巻
第
三
号　

日
本
民
族
学
会
。

松
本
信
広
編

1965　
『
イ
ン
ド
シ
ナ
研
究

―
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
報
告

（
1
）』　

有
隣
堂
。

参
考
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
常
民
研
運
営
資
料
」　

http://jom
inken.kanagaw

a-u.ac.jp/books/folkculture.htm
l　

（
二
〇
二
三

年
五
月
七
日
閲
覧
）。

国
立
民
族
学
博
物
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調

査
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
構
築

―
タ
イ
の
写
真
資
料
を
中
心
に
」

https://w
w
w
.r.m
inpaku.ac. jp/inasaku-thai/　

（
二
〇
二
三
年
五
月
七
日
閲

覧
）。

1959　
「
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
座
談
会
（
そ
の
一
）」　
『
民
族
学

研
究
』
第
二
十
二
巻
第
三
―
四
号　

日
本
民
族
学
会
。

浅
井
恵
倫
・
綾
部
恒
雄
・
岩
田
慶
治
・
江
坂
輝
弥
・
河
部
利
夫
・
清
水
潤
三
・
長
重

九
・
浜
田
秀
男
・
松
本
信
広
・
八
幡
一
郎
・
宮
本
延
人
・
白
鳥
芳
郎

1959　
「
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
座
談
会
（
そ
の
二
）」　
『
民
族
学

研
究
』
第
二
十
三
巻
第
一
―
二
号　

日
本
民
族
学
会
。

飯
田
卓

2007　
「
昭
和
三
〇
年
代
の
海
外
学
術
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン

―
『
日
本
の
人
類

学
』
の
戦
後
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」　
『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
三
一
巻

二
号　

国
立
民
族
学
博
物
館
。

飯
田
卓

2020　
「
財
団
法
人
日
本
民
族
学
協
会
（
一
九
四
二
年
～
一
九
六
四
年
）
と
附
属
民

族
学
博
物
館
（
一
九
三
七
年
～
一
九
六
二
年
）

―
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
料
を
と

お
し
て
そ
の
性
格
を
ふ
り
返
る
」　
『
文
化
人
類
学
』
第
八
五
巻
第
二
号　

日
本

文
化
人
類
学
会
。

飯
田
卓
・
朝
倉
敏
夫
編

2017　
『
国
立
民
族
学
博
物
館
調
査
報
告
一
三
九　

財
団
法
人
日
本
民
族
学
協
会
附

属
民
族
学
博
物
館
（
保
谷
民
博
）
旧
蔵
資
料
の
研
究
』　

国
立
民
族
学
博
物
館
。

神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
編

2013　
『
神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文
化
研
究
叢
書
四 

第
二
次
大
戦
中
お
よ
び
占
領

期
の
民
族
学
・
文
化
人
類
学
』 

神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
。

神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
編

2015　
『
神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文
化
研
究
叢
書
一
一
「
民
族
研
究
講
座
」
講
義

録
』 

神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
。
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日
本
文
化
人
類
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
日
本
文
化
人
類
学
会
と
は
」　

http://w
w
w
.jasca.org/　

（
二
〇
二
三
年
五
月
七
日
閲
覧
）。


